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［
三
月
十
三
日
］

《
概
要
》
永
州
零
陵
県
に
上
陸
し
て
市
内
探
索
。

■
本
文
の
部

十
三
日

平
明
、
風
稍
殺
、
乃
行
。
四
十
里
、
爲
湘
口
關
。
人
家
在
江
東
岸
、
湘
江
自
西
南
、
瀟
江
自
東
南
、
合

於
其
前
而
共
北
。
余
舟
自
瀟
入
、
又
十
里
爲
永
之
西
門
浮
橋
、
適
午
耳
、
雨
猶
未
全
止
。
諸
附
舟
者
倶
登

涯
去
、
余
亦
欲
登
陸
遍
覽
諸
名
勝
、
而
病
體
不
堪
、
遂
停
舟
中
。
已
而
一
舟
從
後
來
、
遂
移
附
其
中
、
蓋

以
明
日
向
道
州
者
。
下
午
、
舟
過
浮
橋
、
泊
於
小
西
門
。
隔
江
望
江
西
岸
、
石
甚
森
幻
、
中
有
一
溪
自
西

來
注
、
石
梁
跨
其
上
、
心
異
之
。
急
索
粥
爲
餐
、
循
城
而
北
、
乃
西
越
浮
橋
、
則
浮
橋
西
岸
、
異
石
噓
吸

靈
幻
。
執
土
人
問
愚
溪
橋
、
即
浮
橋
南
畔
溪
上
跨
石
者
是
；
鈷
鉧
潭
、
則
直
西
半
里
、
路
旁
嵌
溪
者
是
。

始
知
潭
即
愚
溪
之
上
流
、
潭
路
從
西
、
橋
路
從
南
也
。
乃
遵
通
衢
直
西
去
、
路
左
人
家
隙
中
、
時
見
山
溪

流
石
間
。
半
里
、
過
柳
子
祠
、
〔
祠
南
向
臨
溪
。
〕
再
西
將
抵
茶
菴
、
則
溪
自
南
來
、
抵
石
東
轉
、
轉
處

其
石
勢
尤
森
特
、
但
亦
溪
灣
一
曲
耳
、
無
所
謂
潭
也
。
石
上
刻
「
鈷
鉧
潭
」
三
大
字
、
古
甚
、
旁
有
詩
、

倶
已
泐
不
可
讀
。
從
其
上
流
求
所
謂
小
丘
・
小
石
潭
、
倶
無
能
識
者
。
按
是
水
發
源
於
永
州
南
百
里
＊
１

之

鴉
山
、
有
「
冉
」
・
「
染
」
二
名
［
一
以
姓
、
一
以
色
。
］
。
而
柳
子
厚
易
之
以
「
愚
」
。
按
文
求
小
丘
、
當

即
今
之
茶
菴
者
是
［
在
鈷
鉧
西
數
十
歩
叢
丘
之
上
、
爲
僧
元
會
所
建
、
爲
此
中
鼎
刹
。
］
。
求
西
山
亦
無

知
者
。
後
讀
《
芝
山
碑
》
、
謂
芝
山
即
西
山
、
亦
非
也
、
芝
山
在
北
遠
矣
、
當
即
柳
子
祠
後
圓
峯
高
頂
、

今
之
護
珠
菴
者
是
。
又
聞
護
珠
・
茶
菴
之
間
、
有
柳
子
崖
、
舊
刻
詩
篇
甚
多
、
則
是
山
之
爲
西
山
無
疑
。

余
覓
道
其
間
、
西
北
登
山
、
而
其
崖
已
荒
、
竟
不
得
道
。
乃
西
南
繞
茶
菴
前
、
復
東
轉
經
鈷
鉧
潭
、
至
柳

子
祠
前
石
歩
渡
溪
、
而
南
越
一
崗
、
遂
東
轉
出
愚
溪
橋
上
、
兩
端
〔
架
〕
瀟
江
之
上
、
皆
前
所
望
異
石
也
。

因
探
窟
踞
萼
、
穿
雲
肺
而
剖
蓮
房
、
上
瞰
既
奇
、
下
穿
尤
幻
、
但
行
人
至
此
以
爲
溷
圍
、
污
穢
靈
異
、
莫

此
爲
甚
、
安
得
司
世
道
者
一
厲
禁
之
。
〔
橋
内
一
菴
曰
圓
通
、
北
向
俯
溪
、
有
竹
木
勝
。
〕
時
舟
在
隔
江

城
下
、
將
仍
從
浮
橋
返
、
有
僧
圓
面
而
長
鬚
、
見
余
盤
桓
久
、
輒
來
相
訊
。
余
還
問
其
號
、
曰
：
「
頑
石
。
」

問
其
住
山
、
曰
：
「
衡
之
九
龍
。
」
且
曰
：
「
僧
即
寓
愚
溪
南
圓
通
菴
。
今
已
暮
、
何
不
暫
止
菴
中
。
」
余

以
舟
人
久
待
、
謝
而
辭
之
、
乃
返
。

●
校
勘

＊
１
百
里

上
海
新
整
理
本
は
「
里
百
」。
朱
恵
栄
ら
が
、
乾
隆
本
な
ど
に
よ
り
乙
正
す
る
の
に
倣
い
、
改
め
た
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
三
日

平
明
、
風
稍
々
殺
ぎ
、
乃
ち
行
く
。

四
十
里
に
し
て
、
湘
口
關
た
り
。
人
家
は
江
の
東
岸
に
在
り
、
湘
江
は
西
南
よ
り
し
、
瀟
江
は
東
南
よ

り
し
、
其
の
前
に
合
し
て
共
に
北
す
。余
が
舟
は
瀟
よ
り
入
り
、又
た
十
里
に
し
て
永
の
西
門
浮
橋
た
り
。
適ま

さ

に
午
た
る
の
み
。
雨
は
猶
ほ
未
だ
全
く
は
止
ま
ず
。
諸
々
の
舟
に
附
せ
し
者
は
倶
に
涯
に
登
り
て
去
る
。

余
も
亦
た
陸
に
登
り
て
遍
く
諸
名
勝
を
覽
ん
と
欲
す
る
も
、
病
體
堪
へ
ず
、
遂
に
舟
中
に
停
ま
る
。
已
に

し
て
一
舟
後
ろ
よ
り
來
る
。
遂
に
移
り
て
其
の
中
に
附
す
。
蓋
し
明
日
を
以
て
道
州
に
向
か
ふ
者
な
り
。

下
午
、
舟
は
浮
橋
を
過
ぎ
、
小
西
門
に
泊
す
。
江
を
隔
て
て
江
の
西
岸
を
望
め
ば
、
石
甚
だ
森
幻
に
し
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て
、
中
に
一
溪
の
西
よ
り
來
り
て
注
ぐ
有
り
、
石
梁
其
の
上
に
跨
る
。
心
に
之
を
異
と
す
。

急
に
粥
を
索
め
て
餐
と
な
し
、
城
に
循
ひ
て
北
し
、
乃
ち
西
し
て
浮
橋
を
越
ゆ
れ
ば
、
則
ち
浮
橋
の
西

岸
な
り
。
異
石
靈
幻
を
噓
吸
す
。
土
人
を
執
ら
へ
愚
溪
橋
を
問
ふ
に
、
即
ち
浮
橋
の
南
畔
の
溪
上
の
跨
石

な
る
者
是
れ
な
り
。
鈷
鉧
潭
は
、
則
ち
直
ち
に
西
す
る
こ
と
半
里
、
路
旁
の
溪
に
嵌
す
る
者
是
れ
な
り
。

始
め
て
知
る
、
潭
は
即
ち
愚
溪
の
上
流
に
し
て
、
潭
の
路
は
西
よ
り
し
、
橋
の
路
は
南
よ
り
す
る
を
。

乃
ち
通
衢
に
遵
ひ
て
直
ち
に
西
に
去
る
。
路
左
の
人
家
の
隙
中
に
、
時
に
山
溪
の
石
間
を
流
る
る
を
見

る
。
半
里
に
し
て
、
柳
子
祠
を
過
ぐ
。
祠
は
南
に
向
ひ
て
溪
に
臨
む
。
再
び
西
し
て
將
に
茶
菴
に
抵
ら
ん

と
す
れ
ば
、
則
ち
溪
の
南
よ
り
來
り
、
石
に
抵
り
て
東
に
轉
ず
、
轉
ず
る
處
の
其
の
石
は
勢
ひ
尤
も
森
特

な
り
、
但
だ
亦
た
溪
灣
の
一
曲
す
る
の
み
に
し
て
、
所
謂
る
潭
な
る
は
無
き
な
り
。
石
上
に
「
鈷
鉧
潭
」

の
三
大
字
を
刻
す
、
古
き
こ
と
甚
し
。
旁
に
詩
有
り
、
倶
に
已
に
泐
し
て
讀
む
べ
か
ら
ず
。
其
の
上
流
に

從
ひ
て
所
謂
る
「
小
丘
」
「
小
石
潭
」
を
求
む
る
も
、
倶
に
能
く
識
る
者
無
し
。
按
ず
る
に
是
の
水
は
、

源
を
永
州
の
南
百
里
の
鴉
山
に
發
し
、
「
冉
」
「
染
」
の
二
名
有
り
［
一
は
姓
を
以
て
し
、
一
は
色
を
以

て
す
］
。
而
し
て
柳
子
厚
之
を
易
ふ
る
に
「
愚
」
を
以
て
す
。
文
を
按
じ
て
小
丘
を
求
む
れ
ば
、
當
に
即

ち
今
の
茶
菴
な
る
者
是
れ
な
る
べ
し
［
鈷
鉧
の
西
數
十
歩
の
叢
丘
の
上
に
在
り
、
僧
元
會
の
建
つ
る
所
た

り
、
此
の
中
の
鼎
刹
た
り
。
］
。
西
山
を
求
む
る
も
亦
た
知
る
者
無
し
。
後
に
《
芝
山
碑
》
を
讀
む
に
、

芝
山
は
即
ち
西
山
な
り
と
謂
ふ
も
、
亦
た
非
な
り
。
芝
山
は
北
遠
に
在
り
。
當
に
即
ち
柳
子
祠
の
後
ろ
の

圓
峯
高
頂
に
し
て
、
今
の
護
珠
菴
な
る
者
是
れ
な
る
べ
し
。
又
た
護
珠
・
茶
菴
間
に
、
柳
子
崖
有
り
て
、

舊
刻
の
詩
篇
甚
だ
多
し
と
聞
く
。
則
ち
是
山
の
西
山
た
る
こ
と
疑
ひ
無
し
。

余
道
を
其
の
間
に
覓
め
、
西
北
し
て
山
に
登
る
も
、
而
も
其
の
崖
は
已
に
荒
れ
、
竟
に
道
を
得
ず
。
乃

ち
西
南
し
て
茶
菴
の
前
を
繞
り
て
、
復
た
東
に
轉
じ
て
鈷
鉧
潭
を
經
て
、
柳
子
祠
の
前
に
至
り
、
石
歩
に

て
溪
を
渡
る
。
而
し
て
南
の
か
た
一
崗
を
越
ゆ
。
遂
に
東
に
轉
じ
て
愚
溪
橋
の
上
に
出
づ
。
兩
端
は
瀟
江

の
上
に
架
か
る
。
皆
な
前
に
望
む
所
の
異
石
な
り
。
因
り
て
窟
を
探
り
萼
に
踞
し
、
雲
肺
を
穿
ち
て
蓮
房

を
剖
く
。
上
に
瞰
れ
ば
既
に
奇
に
し
て
、
下
に
穿
て
ば
尤
も
幻
な
り
。
但
だ
行
人
此
に
至
り
て
は
以
て
溷

圍
と
な
し
、
靈
異
を
污
穢
す
る
こ
と
、
此
よ
り
甚
し
と
為
す
こ
と
莫
し
。
安
く
ん
ぞ
世
道
を
司
ど
る
者
を

得
て
、
一
に
之
を
厲
禁
せ
ん
。

橋
の
内
に
一
菴
有
り
、
圓
通
と
曰
ふ
。
北
に
向
き
て
溪
に
俯
し
、
竹
木
の
勝
有
り
。
時
に
舟
は
江
を
隔

つ
る
の
城
下
に
在
り
。
將
に
仍
っ
て
浮
橋
に
從
し
て
返
ら
ん
と
す
。
僧
の
圓
面
に
し
て
長
鬚
な
る
有
り
。

余
を
見
て
盤
桓
久
し
く
し
、
輒
（
す
み
や
か
）
に
來
り
て
相
ひ
訊
ふ
。
余
還
り
て
其
の
號
を
問
ふ
に
、
曰

く
「
頑
石
な
り
」
と
。
其
の
住
せ
る
山
を
問
ふ
に
、
曰
く
「
衡
の
九
龍
な
り
」
と
。
且
つ
曰
ふ
「
僧
は
即

ち
愚
溪
の
南
の
圓
通
菴
に
寓
す
。
今
已
に
暮
な
り
、
何
ぞ
暫
く
菴
中
に
止
ま
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
。
余
舟
人

の
久
し
く
待
つ
を
以
て
、
謝
し
て
之
を
辭
し
、
乃
ち
返
る
。

●
語
注

○
湘
口
關

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
関
梁
に
「
〔
湘
口
關
〕
在
瀟
湘
二
水
合
流
之
處
」
と
あ
る
。
「
永

州
」
図
な
ど
の
後
世
の
地
図
類
に
は
そ
の
痕
跡
は
見
え
な
い
。

○
永
之
西
門

明
代
の
永
州
府
は
、
零
陵
（
今
の
零
陵
区
）
に
置
か
れ
て
い
た
。

○
浮
橋

小
舟
や
筏
を
つ
な
げ
た
橋
。
訳
者
が
二
○
一
四
年
に
訪
れ
た
時
も
架
か
っ
て
お
り
「
霞
客
渡
渡

口
」
の
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

○
道
州

瀟
江
の
上
流
に
位
置
す
る
。

○
森
幻

森
は
森
羅
（
た
く
さ
ん
密
集
し
て
い
る
さ
ま
）
、
幻
は
奇
幻
（
ふ
し
ぎ
な
ま
ぼ
ろ
し
）
。
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○
心
異
之

景
勝
の
地
と
し
て
有
名
な
愚
溪
に
つ
い
て
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
は
、
地
理
知
識
に
お
い

て
博
識
な
徐
霞
客
ら
し
く
な
い
。
や
は
り
体
調
不
良
が
、
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

○
異
石
噓
吸
靈
幻

諸
訳
と
異
な
り
、
石
が
気
を
吐
き
、
神
奇
な
姿
を
見
せ
て
い
る
、
と
解
し
た
。

○
鈷
鉧
潭

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
鈷
鉧
潭
〕
在
西
山
之
西
。
柳
宗
元
記
。
」
と
あ

る
。
池
の
名
。
鈷
鉧
は
、
火
熨
斗
。
池
が
火
熨
斗
の
形
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
の
だ
ろ
う
。

柳
宗
元
の
散
文
集
「
永
州
八
記
」
に
「
鈷
鉧
潭
記
」
が
あ
る
。
他
の
七
つ
は
「
始
得
西
山
宴
遊
記
」
「
鈷

鉧
潭
西
小
丘
記
」
「
至
小
丘
西
小
石
潭
記
」
「
袁
家
渴
記
」
「
石
渠
記
」
「
石
澗
記
」
「
小
石
城
山
記
」
で
あ

る
。

○
嵌

池
が
渓
流
に
接
し
て
い
る
あ
り
さ
ま
を
、「
渓
流
に
嵌
め
込
む
」
と
表
現
し
た
の
だ
ろ
う
。

○
愚
溪

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
愚
溪
〕
在
府
城
西
一
里
。
源
出
鴉
山
。
舊
名
冉
溪
、

○
柳
子
祠

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
祠
廟
に
「
〔
柳
先
生
祠
〕
在
愚
溪
上
。
唐
柳
宗
元
謫
居
此
。
後
人

立
祠
祀
之
。
宋
汪
藻
記
」
と
あ
る
。
今
も
存
し
、
柳
宗
元
紀
念
館
を
兼
ね
て
い
る
。

○
森
特

密
集
し
て
飛
び
出
し
て
い
る
、
と
解
し
た
。

○
溪
灣

渓
流
の
湾
曲
し
た
場
所
。

○
泐

音
ロ
ク
。
石
の
筋
目
に
沿
っ
て
割
れ
る
こ
と
。

○
小
丘

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
山
川
に
「
〔
小
丘
〕
在
鈷
鉧
潭
西
。
柳
宗
元
記
」
と
あ
る
。
「
永
州

八
記
」
に
「
鈷
鉧
潭
西
小
丘
記
」
が
あ
る
。

○
小
石
潭

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
山
川
に
「
〔
小
石
潭
〕
在
小
丘
西
。
柳
宗
元
記
」
と
あ
る
。
「
永

州
八
記
」
に
「
至
小
丘
西
小
石
潭
記
」
が
あ
る
。

○
鴉
山

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
鴉
山
〕
在
府
城
南
一
百
里
。
有
怪
石
、
望
之
似
鴉
」

と
あ
る
。

○
鼎
刹

鼎
鼎
に
、
盛
大
な
さ
ま
、
の
意
が
あ
る
。
盛
大
に
栄
え
て
い
る
寺
院
。

○
西
山

「
永
州
八
記
」
に
「
始
得
西
山
宴
遊
記
」
が
あ
る
。

○
芝
山

今
の
零
陵
区
は
、
か
つ
て
は
芝
山
区
と
い
っ
た
。
二
○
○
五
年
に
現
在
の
名
に
改
称
。

○
石
歩

上
海
新
整
理
本
は
固
有
名
詞
と
考
え
て
い
る
。
石
橋
か
、
石
を
並
べ
て
川
を
渡
る
よ
う
に
し
て

い
る
施
設
か
。

○
窟

洞
穴
で
は
な
く
、
巌
石
の
窪
み
や
、
岩
と
岩
の
間
の
空
間
で
あ
ろ
う
。

○
雲
肺

不
詳
。
黄
珅
は
訳
さ
な
い
。
朱
恵
栄
は
、
重
な
る
雲
の
よ
う
な
石
叢
、
と
訳
す
。
洞
穴
を
肺
に

喩
え
る
の
は
常
道
。
洞
穴
の
多
い
茅
山
は
、
地
肺
山
の
別
名
を
持
つ
。
巌
石
の
窪
み
や
隙
間
の
比
喩
で
あ

ろ
う
。
あ
る
い
は
、
愚
溪
橋
の
姿
を
喩
え
た
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
穿
つ
」
は
、
橋
の
下
を
く
ぐ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

而
剖
蓮
房
、
上
瞰
既
奇
、
下
穿
尤
幻
、
但
行
人
至
此
以
爲

○
溷
圍

熟
語
は
な
い
が
、
溷
は
、
便
所
。
二
語
で
、
便
所
の
意
だ
ろ
う
。

○
世
道

社
会
の
気
風
・
風
習
。
社
会
道
徳
。

○
盤
桓

ぐ
ず
ぐ
ず
と
た
め
ら
う
こ
と
。

●
口
語
訳

《
５
》
零
陵
探
訪

［
十
三
日
］

黎
明
に
、
風
が
よ
う
や
く
弱
ま
っ
た
の
で
、
出
発
と
な
っ
た
。
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四
十
里
で
、
湘
口
関
で
あ
る
。
人
家
が
湘
江
の
東
岸
に
あ
る
。
湘
江
が
西
南
か
ら
、
瀟
江
が
東
南
か
ら

流
れ
て
き
て
、
こ
の
関
の
前
で
合
流
し
て
、
一
緒
に
な
っ
て
北
流
す
る
（
名
は
湘
江
）
。
私
の
乗
る
船
は

瀟
江
に
入
り
、
さ
ら
に
又
た
十
里
で
永
州
府
城
の
西
門
の
浮
橋
に
着
く
。
ち
ょ
う
ど
正
午
だ
っ
た
。

雨
は
ま
だ
完
全
に
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。
同
船
し
て
い
た
人
々
は
、
み
な
こ
こ
で
上
陸
し
て
行
っ
て
し

ま
っ
た
。
私
も
上
陸
し
て
、
零
陵
の
名
勝
を
観
覧
し
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
病
気
で
苦
し
む
体
は
そ
れ
に

耐
え
ら
れ
そ
う
に
な
く
、
や
む
な
く
船
中
に
留
ま
る
。
ま
も
な
く
、
一
艘
の
船
が
、
後
ろ
か
ら
や
っ
て
き

た
の
で
、
そ
れ
に
乗
り
移
る
。
ど
う
や
ら
、
明
日
に
、
道
州
に
向
か
う
も
も
の
よ
う
で
あ
る
。

午
後
に
な
っ
て
、
舟
は
浮
橋
を
通
り
過
ぎ
、
小
西
門
で
停
泊
す
る
。
瀟
江
を
隔
て
た
西
岸
を
望
む
と
、

巌
石
が
と
て
も
密
集
し
て
い
て
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
渓
流
が

一
筋
、
西
の
方
か
ら
流
れ
て
き
て
い
て
、
瀟
江
に
注
い
で
い
る
。
そ
こ
に
石
の
梁
が
架
か
っ
て
い
る
。
心

に
と
て
も
不
思
議
に
思
っ
た
。

急
い
で
粥
を
求
め
て
食
事
を
す
ま
せ
、
（
上
陸
し
）
県
城
に
沿
っ
て
北
へ
向
か
い
、
瀟
江
を
西
に
浮
橋

を
越
え
、
浮
橋
の
西
岸
に
着
い
た
。
怪
異
な
巌
石
が
、
清
浄
で
幻
影
的
な
「
気
」
を
呼
吸
し
、
神
奇
な
姿

を
見
せ
て
い
る
。
地
元
の
人
を
つ
か
ま
え
て
、
愚
溪
橋
の
あ
り
か
を
問
う
と
、
あ
の
、
浮
橋
の
南
側
で
、

渓
流
を
跨
い
で
い
る
石
橋
が
こ
れ
で
あ
っ
た
。
鈷
鉧
潭
は
、
こ
こ
か
ら
ま
っ
す
ぐ
西
に
半
里
の
路
傍
に
あ

っ
て
、
渓
流
に
接
し
て
い
る
池
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
始
め
て
知
っ
た
、
鈷
鉧
潭
潭
愚
溪
の
上
流
に
位

置
し
て
お
り
、
潭
か
ら
の
路
は
西
か
ら
東
へ
伸
び
、
浮
橋
か
ら
の
路
は
南
か
ら
来
て
い
た
こ
と
を
。

そ
こ
で
、
大
路
を
真
っ
直
ぐ
西
へ
進
む
。
路
の
左
手
の
人
家
の
隙
間
を
通
し
て
、
時
折
、
石
の
間
を
山

溪
が
流
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
半
里
で
、
柳
子
祠
に
至
る
。
祠
は
南
向
き
に
愚
溪
に
臨
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
西
に
進
み
、
茶
菴
に
至
る
あ
た
り
で
、
渓
流
は
南
か
ら
流
れ
て
き
て
い
て
巌
石
に
当
た
り
、
東
に
向

き
を
変
え
る
。
そ
の
向
き
を
変
え
る
あ
た
り
の
巌
石
は
、
密
集
し
て
突
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
渓
流
が

ひ
と
た
び
湾
曲
し
て
い
る
だ
け
で
、
「
池
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
石
の
上
に
「
鈷
鉧
潭
」
の
三

大
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
と
て
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
旁
に
詩
が
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
石
の
表
面
が
筋
目

に
沿
っ
て
割
れ
て
お
り
、
文
字
は
全
く
判
読
で
き
な
い
。

愚
溪
の
上
流
に
沿
っ
て
進
み
な
が
ら
、
「
永
州
八
記
」
に
あ
る
「
小
丘
」
「
小
石
潭
」
を
探
し
求
め
て

聞
い
て
回
る
が
、
誰
も
知
ら
な
い
。
考
え
る
に
、
愚
溪
は
、
そ
の
源
を
永
州
府
城
の
南
百
里
の
鴉
山
に
発

止
て
い
て
、
元
々
は
「
冉
溪
」
「
染
溪
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
名
が
あ
っ
た
［
前
者
は
、
渓
流
に
関
連
す
る
人
の

姓
に
由
来
し
、
後
者
は
、
渓
流
の
色
に
由
来
す
る
］
。
そ
し
て
柳
宗
元
が
「
愚
」
と
名
前
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

柳
宗
元
の
文
章
か
ら
、
「
小
丘
」
の
位
置
を
考
え
て
み
る
と
、
今
の
茶
菴
な
る
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
に

違
い
な
い
［
鈷
鉧
潭
の
西
に
数
十
歩
の
叢
丘
の
上
に
あ
る
。
僧
元
会
が
建
て
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
あ
た
り
で
は
栄
え

て
い
る
寺
院
で
あ
る
］
。
「
西
山
」
を
探
し
求
め
た
が
、
こ
ち
ら
も
知
る
も
の
が
い
な
い
。
後
（
翌
十
四
日
）

に
《
芝
山
碑
》
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
芝
山
こ
そ
が
西
山
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
誤
り

で
あ
る
。
芝
山
は
こ
こ
か
ら
遙
か
北
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
柳
子
祠
の
後
ろ
に
あ
る
、
な
だ
ら
か
な
峯
の
高

い
頂
上
が
あ
る
も
の
で
、
今
護
珠
菴
と
い
う
寺
院
が
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
西
山
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

護
珠
菴
の
あ
る
峯
と
茶
菴
の
あ
る
小
丘
の
間
に
、
柳
子
崖
と
い
う
場
所
が
あ
っ
て
、
古
く
か
ら
詩
篇
が
と

て
も
た
く
さ
ん
刻
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
。
し
て
み
れ
ば
、
護
珠
菴
の
あ
る
峯
が
西
山
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
が
な
い
と
言
え
よ
う
。

私
は
、
ふ
た
つ
の
山
の
間
に
あ
る
と
い
う
崖
を
求
め
て
、
西
北
へ
山
を
登
っ
て
み
た
が
、
そ
の
崖
の
あ

た
り
は
も
は
や
荒
れ
果
て
て
お
り
、
道
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
西
南
に
向
か
い
、
茶
菴
の

前
を
回
っ
て
、
東
に
向
き
を
変
え
、
鈷
鉧
潭
を
経
由
し
て
、
柳
子
祠
の
前
に
至
っ
て
、
石
造
り
の
施
設
を



- 5 -

通
っ
て
愚
溪
を
渡
っ
た
。
そ
し
て
南
へ
進
み
一
崗
を
越
え
る
。
さ
ら
に
東
に
向
き
を
変
え
る
と
愚
溪
橋
の

上
に
出
た
。
橋
の
両
端
は
瀟
江
の
畔
に
架
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
以
前
、
対
岸
か
ら
望
み
見
た
怪
異
な

巌
石
で
あ
る
。
そ
こ
で
岩
の
間
を
探
索
し
た
り
、
花
萼
の
よ
う
な
巌
石
に
踞
っ
た
り
す
る
。
そ
の
隙
間
は

雲
に
穴
を
穿
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
巌
石
は
蓮
の
花
房
を
裂
い
た
よ
う
で
あ
る
。
上
部
を
見
上
げ
れ
ば

奇
景
で
あ
り
、
下
の
隙
間
を
見
下
ろ
す
と
と
て
も
幻
想
的
で
あ
る
。
た
だ
、
道
行
く
人
々
が
こ
こ
に
来
て

は
用
を
足
し
て
お
り
、
神
奇
な
場
所
を
汚
す
こ
と
、
こ
れ
よ
り
ひ
ど
い
も
の
は
な
い
。
風
俗
を
司
る
も
の

は
、
な
ぜ
こ
う
し
た
振
る
舞
い
を
一
切
厳
禁
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

橋
か
ら
陸
側
に
菴
が
一
軒
あ
る
。
円
通
菴
と
い
う
。
北
に
向
き
に
愚
溪
を
俯
瞰
し
て
お
り
、
竹
木
の
景

勝
が
あ
る
。

時
に
、
私
の
乗
る
舟
は
、
瀟
江
を
隔
て
た
府
城
の
麓
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
浮
橋
を
使
っ
て
返
ろ
う
と
し

た
。
す
る
と
丸
顔
で
長
い
鬚
を
生
や
し
た
僧
侶
が
い
た
。
私
を
見
て
し
ば
ら
く
た
め
ら
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
や
っ
て
来
た
の
で
、
互
い
に
挨
拶
を
し
た
。
私
が
彼
に
呼
び
名
を
聞
く
と
、「
頑
石
」

だ
と
い
う
。
住
持
す
る
お
寺
を
聞
く
と
、
「
衡
山
の
九
龍
寺
だ
」
と
言
う
。
さ
ら
に
「
拙
僧
は
、
今
、
愚

溪
の
南
の
円
通
菴
に
宿
を
借
り
て
い
ま
す
。
も
う
日
が
暮
れ
て
き
ま
し
た
。
暫
く
菴
中
で
休
ん
で
行
か
れ

ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。
し
か
し
私
は
、
船
頭
が
長
い
間
待
っ
て
い
る
か
ら
、
と
し
て
、
彼
に
陳

謝
し
て
辞
去
し
、
船
に
返
っ
た
。

［
三
月
十
四
日
］

《
概
要
》
零
陵
付
近
の
景
勝
を
探
索
。
ど
う
や
ら
す
っ
か
り
健
康
を
回
復
し
て
い
る
よ
う
だ
。
先
ず
、
ま

ち
の
西
に
あ
る
芝
山
を
探
索
。
そ
の
後
ま
ち
へ
戻
り
、
船
が
出
発
す
る
と
い
う
が
、
自
分
は
そ
れ
と
並
行

し
て
陸
路
を
進
み
、
朝
陽
巌
を
探
索
。
船
頭
か
ら
、
早
く
船
に
戻
っ
て
く
れ
、
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
も
、

あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
探
索
を
続
け
る
。
唐
宋
時
代
の
石
刻
が
あ
っ
た
が
残
念
な
が
ら
時
間
切
れ
で
あ
っ
た
。

船
に
乗
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
霞
客
は
旅
の
同
行
者
と
し
て
は
、
ま
っ
た
く
は
た
迷
惑
な
人
で
あ
る
。
自

分
が
景
勝
を
見
て
回
り
た
い
が
た
め
に
、
船
頭
や
他
の
お
客
を
待
た
せ
る
こ
と
に
、
全
く
罪
悪
感
を
覚
え

て
い
な
い
か
の
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
明
日
通
過
す
る
澹
巌
に
つ
い
て
は
、
船
頭
は
「
お
ま
え
さ
ん
を
待

つ
つ
も
り
は
な
い
」
と
突
き
放
す
。
そ
こ
で
、
船
は
行
か
せ
て
、
自
分
は
探
索
し
な
が
ら
陸
路
で
船
に
合

流
す
る
こ
と
と
す
る
。
置
い
て
け
ぼ
り
の
危
険
も
あ
る
選
択
で
あ
る
。

■
本
文
の
部

十
四
日

余
早
索
晨
餐
、
仍
過
浮
橋
西
、
見
一
長
者
、
余
叩
此
中
最
勝
、
曰
：
「
溯
江
而
南
二
里
、
瀕
江
爲
朝
陽

巖
。
隨
江
而
北
、
轉
入
山
崗
二
里
、
爲
芝
山
巖
。
無
得
而
三
也
。
」
余
從
之
、
先
北
趨
芝
山
。
循
江
西
岸

半
里
、
至
劉
侍
御
山
房
［
諱
興
秀
、
爲
余
郡
司
李
者
也
。
］
。
由
其
側
北
入
山
、
越
一
嶺
、
西
望
有
亭
、

舍
之
不
上
。
由
徑
道
北
逾
山
崗
、
登
其
上
、
即
見
山
之
西
北
、
湘
水
在
其
北
而
稍
遠
、
又
一
小
水
從
其
西

來
、
而
逼
近
山
之
東
南
、
瀟
水
在
其
東
、
而
遠
近
從
之
。
瀟
江
東
岸
、
又
有
塔
臨
江
、
與
此
山
夾
瀟
而
爲

永
之
水
口
者
也
。
蓋
此
＊
１

即
西
山
北
走
之
脈
、
更
北
盡
於
瀟
・
湘
合
流
處
、
至
此
其
中
已
三
起
三
伏
、
當

即
《
志
》
所
稱
萬
石
山
、
而
郡
人
作
記
或
稱
爲
陶
家
冲
［
土
名
。
］
、
或
稱
爲
芝
山
［
似
形
似
名
。
］
、
或

又
鎸
崖
歴
亭
、
《
序
》
謂
此
山
即
柳
子
厚
西
山
、
後
因
産
芝
、
故
易
名
爲
芝
、
未
必
然
也
。
越
嶺
而
北
、
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從
嶺
上
東
轉
、
前
望
樹
色
掩
映
、
石
崖
巑
岏
、
知
有
異
境
。
亟
下
崖
足
、
仰
而
望
之
、
崖
巓
即
山
巓
、
崖

足
即
山
足
半
也
。
其
下
有
菴
倚
之
、
見
路
繞
其
北
而
上
、
乃
不
入
菴
而
先
披
路
。
遙
望
巓
崖
聳
透
固
奇
、

而
兩
旁
亂
石
攢
繞
、
或
上
或
下
、
或
起
或
伏
、
如
蓮
萼
芝
房
、
中
空
外
簇
、
隨
地
而
是
。
小
徑
由
其
間
上

至
崖
頂
、
穿
一
石
關
而
入
。
有
室
南
向
、
門
閉
不
得
入
、
繞
其
南
至
西
、
復
穿
石
峽
而
入
焉
、
蓋
其
側
有

東
西
二
門
云
。
室
止
一
楹
、
在
山
頂
衆
石
間
。
仍
從
其
西
峽
下
至
崖
足
、
一
路
竹
木
扶
疏
、
玉
蘭
鋪
雪
、

滿
地
餘
香
猶
在
。
入
崖
下
菴
中
、
有
白
衣
大
士
甚
莊
嚴
、
北
有
一
小
閣
可
憩
、
南
有
一
淨
侶
結
精
廬
依
之
。

門
在
其
左
、
初
無
從
知
、
問
而
得
之
、
猶
無
從
進
、
〔
僧
〕
忽
從
内
啓
扉
揖
入
、
從
之
。
小
庭
側
竇
、
穿

臥
隙
而
上
、
則
崖
石
穹
然
、
有
亭
綴
石
端
、
四
窗
空
明
、
花
竹
掩
映
、
極
其
幽
奧
。
僧
號
覺
空
、
堅
留
淪

茗
、
余
不
能
待
而
出
。

仍
從
舊
路
、
南
至
浮
橋
。
〔
聞
直
西
四
十
里
有
寺
曰
石
門
山
、
最
勝
、
以
渴
登
朝
陽
巖
、
不
及
往
。
〕

令
顧
奴
從
橋
東
溯
瀟
放
舟
南
上
；
余
從
橋
西
、
仍
過
愚
溪
橋
、
溯
瀟
西
崖
南
行
。
一
里
、
大
道
折
而
西
南
、

〔
道
州
道
也
。
〕
由
岐
徑
東
南
一
里
、
則
一
山
怒
而
豎
石
奔
與
江
鬪
。
逾
其
上
、
俯
而
東
入
石
關
、
其
内

飛
石
浮
空
、
下
瞰
瀟
水
、
即
朝
陽
巖
矣
。
其
巖
後
通
前
豁
、
上
覆
重
崖
、
下
臨
絶
壑
、
中
可
憩
可
倚
、
雲

帆
遠
近
、
縱
送
其
前
。
惜
甫
佇
足
而
舟
人
已
放
舟
其
下
、
連
聲
呼
促
、
余
不
顧
。
崖
北
有
石
蹬
直
下
縁
江
、

亟
從
之
。
蹬
西
倚
危
崖
、
東
逼
澄
江
、
盡
處
忽
有
洞
岈
然
、
高
二
丈
、
闊
亦
如
之
、
亦
東
面
臨
江
、
溪
流

自
中
噴
玉
而
出
、
蓋
水
洞
也
。
洞
口
少
入
即
轉
而
南
、
平
整
軒
潔
、
大
江
當
其
門
、
泉
流
界
其
内
、
亦
可

憩
可
濯
、
乃
與
上
巖
高
下
擅
奇
、
水
石
共
韻
者
也
。
入
洞
五
六
丈
、
即
匯
流
滿
洞
。
洞
亦
西
轉
而
黑
、
計

可
揭
而
進
、
但
無
火
炬
、
而
舟
人
遙
呼
不
已
、
乃
出
洞
門
。
〔
其
北
更
有
一
巖
、
覆
結
奇
〕
雲
、
下
插
淵

黛
、
土
人
橫
杙
架
板
如
閣
道
。
然
第
略
爲
施
欄
設
几
、
即
可
以
坐
括
水
石
、
恐
綴
瓦
備
扁
、
便
傷
雅
趣
耳
。

徙
倚
久
之
、
仍
從
石
磴
透
出
巖
後
、
遂
凌
絶
頂
。
其
上
有
佛
廬
官
閣
、
石
間
鎸
刻
甚
多
、
多
宋
・
唐
名
跡
、

而
急
不
暇
讀
、
以
舟
人
促
不
已
也
。

下
舟
溯
江
、
漸
折
而
東
、
七
里
至
香
爐
山
。
山
小
若
髻
、
獨
峙
於
西
岸
、
山
、
江
中
乃
＊
２

石
骨
攢
簇
而

成
者
。
其
上
佳
木
扶
搖
、
其
下
水
竅
透
漏
。
最
可
異
者
、
不
在
江
之
心
、
三
面
皆
沙
磧
環
之
、
均
至
山
足

則
決
而
成
潭
、
北
西
南
倶
若
界
溝
、
然
沙
遜
於
外
、
而
水
繞
其
内
、
其
東
則
大
江
之
奔
流
矣
。
蓋
下
流
之

沙
不
能
從
水
而
上
、
而
上
流
之
沙
何
以
不
逐
流
而
下
、
豈
日
夜
有
排
剔
之
者
耶
？
亦
理
之
不
可
解
也
下
午

過
金
牛
灘
、
其
上
有
金
牛
嶺
、
一
峯
尖
峭
、
而
分
聳
三
峯
、
斜
突
而
橫
騫
、
江
流
直
搗
其
脅
。
至
是
舟
始

轉
而
南
、
得
風
帆
之
力
矣
。
是
晩
宿
於
廟
下
、
舟
行
共
五
十
里
、
陸
路
止
二
十
里
也
。

先
是
、
余
聞
永
州
南
二
十
五
里
有
澹
巖
之
勝
、
欲
一
遊
焉
。
不
意
舟
行
五
十
里
而
問
之
、
猶
在
前
也
。

計
當
明
晨
過
其
下
、
而
舟
人
莽
不
肯
待
。
余
念
陸
近
而
水
遠
、
不
若
聽
其
去
、
而
從
陸
躡
之
、
舟
人
乃
首

肯
。

●
校
勘

＊
１
此

黄
珅
は
、「
原
作
「
北
」、
拠
乾
隆
本
改
」
と
注
す
る
が
、
現
行
の
上
海
新
整
理
本
は
「
此
」
に
作
る
。

＊
２
山
、
江
中
乃

朱
恵
栄
は
「
山
」
は
「
出
」
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
し
、
「
江
中
よ
り
出
づ
る
は
、
乃
ち
（
江
か
ら

突
き
出
し
て
い
る
部
分
は
）
」
と
訳
し
、
黄
珅
は
「
乃
」
と
「
江
中
」
が
錯
簡
で
乙
正
す
べ
き
と
し
、
「
山
の
江
中
は
（
山

の
川
の
中
の
部
分
は
）」
と
訳
す
。
今
、
黄
珅
に
従
う
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
四
日

余
早
に
晨
餐
を
索
め
、
仍
り
て
浮
橋
を
過
ぎ
て
西
す
。
一
長
者
を
見
る
。
余
此
の
中
の
最
勝
を
叩
ふ
に
、

と



- 7 -

曰
く
「
江
を
遡
し
て
南
に
二
里
に
し
て
、
江
に
瀕
す
る
の
朝
陽
巖
た
り
。
江
に
隨
ひ
て
北
し
、
轉
じ
て
山

崗
に
入
る
こ
と
二
里
に
し
て
、
芝
山
巖
た
り
。
得
て
三
な
る
は
無
き
な
り
」
と
。
余
之
に
從
ひ
て
、
先
づ

北
し
て
芝
山
に
赴
く
。

江
の
西
岸
に
循
ひ
て
半
里
に
し
て
、
劉
侍
御
の
山
房
に
至
る
［
諱
は
興
秀
、
余
が
郡
の
司
李
と
な
る
者

な
り
］
。
其
の
側
よ
り
北
し
て
山
に
入
る
。
一
嶺
を
越
え
、
西
に
亭
有
る
を
望
む
。
之
を
舍
て
て
上
ら
ず
。

徑
道
に
由
り
て
北
し
て
山
崗
を
逾
へ
、
其
の
上
に
登
る
。
即
ち
山
の
西
北
を
見
る
。
湘
水
其
の
北
に
在
り

て
稍
々
遠
し
。
又
た
一
小
水
の
其
の
西
よ
り
來
り
て
、
山
の
東
南
に
逼
近
す
。
瀟
水
は
其
の
東
に
在
り
て
、

遠
近
之
に
從
ふ
。
瀟
江
の
東
岸
に
、
又
た
塔
の
江
に
臨
む
有
り
。
此
の
山
と
瀟
を
夾
み
て
、
永
の
水
口
と

な
る
者
な
り
。
蓋
し
此
は
即
ち
西
山
北
走
の
脈
に
し
て
、
更
に
北
し
て
瀟
湘
合
流
の
處
に
盡
き
、
此
に
至

る
其
の
中
に
已
に
三
起
三
伏
す
。
當
に
即
ち
《
志
》
に
稱
す
る
所
の
萬
石
山
な
る
べ
し
。
郡
人
記
を
作
り

て
或
ひ
は
稱
し
て
陶
家
冲
と
な
し
［
土
名
な
り
］
、
或
ひ
は
稱
し
て
芝
山
と
な
す
［
形
に
似
せ
て
名
を
似

せ
る
な
り
］
。
或
ひ
は
又
た
崖
に
鎸
し
て
亭
を
歴
し
、《
序
》
に
「
此
の
山
は
即
ち
柳
子
厚
の
西
山
な
り
。

後
に
芝
を
産
す
る
に
因
り
て
の
故
に
、
名
を
易
へ
て
芝
と
な
す
」
と
す
。
未
だ
必
ら
ず
し
も
然
ら
ざ
る
な

り
。嶺

を
越
え
て
北
し
、
嶺
の
上
よ
り
東
に
轉
ず
れ
ば
、
前
に
樹
色
の
掩
映
し
、
石
崖
の
巑
岏
た
る
を
見
る
。

異
境
有
る
を
知
る
な
り
。
亟
に
崖
の
足
に
下
り
、
仰
ひ
で
之
を
望
め
ば
、
崖
巓
は
即
ち
山
巓
に
し
て
、
崖

足
は
即
ち
山
足
の
半
ば
な
り
。
其
の
下
に
菴
の
之
に
倚
る
有
り
。
路
の
其
の
北
を
繞
り
て
上
る
有
り
。
乃

ち
菴
に
入
ら
ず
し
て
先
づ
路
を
披
く
。
遙
に
望
む
、
巓
崖
の
聳
透
す
る
こ
と
固
よ
り
奇
に
し
て
、
而
し
て

兩
旁
は
亂
石
攢
繞
し
、
或
ひ
は
上
に
或
ひ
は
下
に
、
或
ひ
は
起
り
或
ひ
は
伏
し
、
蓮
萼
芝
房
の
如
く
、
中

は
空
に
し
て
外
は
簇
な
り
。
地
に
隨
ひ
て
是
な
り
。

小
徑
の
其
の
間
よ
り
上
り
て
崖
頂
に
至
る
。
一
石
關
を
穿
ち
て
入
る
。
室
の
南
向
せ
る
有
る
も
、
門
閉

じ
て
入
る
を
得
ず
。
其
の
南
を
繞
し
て
西
に
至
り
、
復
た
石
峽
を
穿
ち
て
入
る
。
蓋
し
其
の
側
に
東
西
二

門
有
り
と
云
ふ
。
室
は
一
楹
に
止
ま
り
、
山
頂
衆
石
の
間
に
在
り
。
仍
り
て
其
の
西
峽
に
從
ひ
て
下
り
て

崖
足
に
至
る
。
一
路
竹
木
扶
疏
し
、
玉
蘭
鋪
雪
し
、
地
に
滿
ち
て
餘
香
猶
ほ
在
り
。
崖
の
下
の
菴
中
に
入

る
に
、
白
衣
大
士
の
甚
だ
莊
嚴
な
る
有
り
。
北
に
一
小
閣
の
憩
ふ
べ
き
有
り
。
南
に
一
淨
侶
の
精
廬
を
結

び
て
之
に
依
る
有
り
。
門
は
其
の
左
に
在
り
。
初
め
は
從
り
て
知
る
無
く
、
問
ひ
て
之
を
得
る
も
、
猶
ほ

從
り
て
進
む
無
し
。
僧
忽
と
し
て
内
よ
り
扉
を
啓
き
て
揖
し
て
入
ら
し
め
ん
と
す
、
之
に
從
ふ
。
小
庭
に

側
竇
あ
り
、
穿
臥
隙
而
上
、
則
ち
崖
石
の
穹
然
た
る
あ
り
。
亭
の
石
端
に
綴
る
有
り
。
四
窗
空
明
に
し
て
、

花
竹
掩
映
し
、
其
の
幽
奧
を
極
む
。
僧
の
號
は
覺
空
、
堅
く
留
め
て
茗
を
淪
る
。
余
待
つ
こ
と
能
わ
ず
し

て
出
づ
。

仍
り
て
舊
路
に
從
ひ
、
南
し
て
浮
橋
に
至
る
。
聞
く
、
直
西
に
四
十
里
に
し
て
寺
有
り
、
石
門
山
と
曰

ふ
、
最
も
勝
な
り
、
と
。
朝
陽
巖
に
登
る
を
渇
く
す
る
を
以
て
、
往
く
に
及
ば
ず
。
顧
奴
を
し
て
橋
の
東

よ
り
瀟
を
遡
り
、
舟
の
南
に
上
る
に
放
は
し
む
。
余
は
橋
の
西
よ
り
し
て
、
仍
り
て
愚
溪
橋
を
過
ぎ
、
瀟

な
ら

の
西
崖
を
遡
り
て
南
に
行
く
。
一
里
に
し
て
、
大
道
折
れ
て
西
南
す
、
道
州
道
な
り
。
岐
徑
に
よ
り
て
東

南
に
一
里
に
し
て
、
則
ち
一
山
怒
し
て
石
を
豎
て
、
奔
し
て
江
と
鬪
ふ
。
其
の
上
を
逾
え
、
俯
し
て
東
し

た

て
石
關
に
入
る
、
其
の
内
は
飛
石
の
空
に
浮
き
、
下
瀟
水
を
瞰
る
。
即
ち
朝
陽
巖
な
り
。
其
の
巖
の
後
ろ

は
通
じ
前
は
豁
く
、
上
は
重
崖
覆
ひ
、
下
は
絶
壑
に
臨
み
、
中
は
憩
ふ
べ
く
倚
る
べ
し
。
雲
帆
遠
近
に
、

ひ
ろ

其
の
前
に
縱
送
す
。
甫
か
に
足
を

佇

む
を
惜
し
む
に
、
舟
人
已
に
舟
を
其
の
下
に
放
ち
、
連
聲
し
て
呼

わ
づ

た
た
ず

促
す
。
余
顧
み
ず
。
崖
に
北
に
石
蹬
の
直
ち
に
縁
江
に
下
る
有
り
。
亟
に
之
に
從
ふ
。
蹬
の
西
は
危
崖
に

倚
り
、
東
は
澄
江
に
迫
る
。
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盡
く
る
處
に
忽
と
し
て
洞
の
岈
然
た
る
有
り
。
高
さ
二
丈
、
闊
さ
も
亦
た
之
の
如
し
。
亦
た
東
面
は
江

に
臨
み
、
溪
流
中
よ
り
玉
を
噴
し
て
出
す
。
蓋
し
水
洞
な
り
。
洞
口
よ
り
少
し
く
入
れ
ば
即
ち
轉
じ
て
南

す
。
平
整
軒
潔
に
し
て
、
大
江
其
の
門
に
當
る
。
泉
流
其
の
内
を
界
し
、
亦
た
憩
ふ
べ
く
濯
ふ
べ
し
。
乃

と
上
の
巖
と
高
下
奇
を
擅
に
し
、
水
と
石
と
共
に
韻
す
る
者
な
り
。
洞
に
入
る
こ
と
五
六
丈
に
し
て
、
即

ち
匯
流
洞
を
滿
た
す
。
洞
亦
た
西
に
轉
じ
て
黑
く
、
計
る
に
揭
げ
て
進
む
べ
き
も
、
但
だ
火
炬
無
く
、
而

も
舟
人
遙
か
に
呼
し
て
已
ま
ず
。
乃
ち
洞
門
を
出
づ
。

其
の
北
に
更
に
一
巖
有
り
、
覆
ふ
に
奇
雲
を
結
び
、
下
は
淵
黛
に
挿
す
。
土
人
杙
を
横
た
へ
板
を
架
し
、

閣
道
の
如
し
。
然
し
て
第
だ
略
に
欄
を
施
し
几
を
設
く
る
を
な
さ
ば
、
即
ち
も
っ
て
坐
し
て
水
と
石
と
を

を
括
る
べ
し
。
恐
る
ら
く
は
瓦
を
綴
り
て
扁
を
備
ふ
れ
ば
、
便
ち
雅
趣
を
傷
ら
ん
の
み
。
徙
倚
之
を
久
し

く
く

く
し
、
仍
り
て
石
磴
よ
り
巖
の
後
ろ
に
透
出
し
、
遂
に
絶
頂
を
凌
ぐ
。
其
の
上
に
佛
廬
官
閣
有
り
。
石
間

に
鎸
刻
甚
だ
多
し
、
宋
・
唐
の
名
跡
多
し
。
而
し
て
急
に
し
て
讀
む
に
暇
あ
ら
ず
、
舟
人
の
促
し
て
已
ま

ざ
る
を
以
て
な
り
。

舟
に
下
り
て
江
を
溯
る
。

漸

く
折
れ
て
東
す
。
七
里
に
し
て
香
爐
山
に
至
る
。
山
は
小
な
る
こ
と
髻

や
う
や

の
若
く
に
し
て
、
獨
り
西
岸
に
峙
す
。
山
の
江
中
は
、
石
骨
の
攢
簇
し
て
成
る
者
な
り
。
其
の
上
は
佳
木

扶
搖
し
、
其
の
下
は
水
竅
透
漏
す
。
最
も
異
と
す
べ
き
者
は
、
江
の
心
に
在
ら
ず
し
て
、
三
面
は
皆
に
沙

磧
の
之
を
環
み
、
均
し
く
山
の
足
に
至
れ
ば
、
則
ち
決
し
て
潭
を
成
す
。
北
西
南
は
倶
に
界
せ
る
溝
の
若

く
な
り
。
然
し
て
沙
は
外
に
遜
れ
、
而
し
て
水
其
の
内
に
繞
り
、
其
の
東
は
則
ち
大
江
の
奔
流
な
り
。
蓋

の
が

し
下
流
の
沙
は
水
に
從
ひ
て
上
る
能
わ
ず
し
て
、
上
流
の
沙
は
何
を
以
て
流
れ
を
逐
ひ
て
下
ら
ざ
る
。
豈

に
日
夜
、
排
剔
す
る
者
有
ら
ん
や
。
亦
た
理
の
解
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

下
午
、
金
牛
灘
を
過
ぐ
。
其
の
上
に
金
牛
嶺
有
り
、
一
峯
尖
峭
と
し
て
、
分
れ
て
三
峯
を
聳
え
、
斜
め

に
突
し
て
橫
に
騫
す
。
江
流
直
ち
に
其
の
脅
を
搗
く
。
是
に
至
り
て
舟
始
め
て
轉
じ
て
南
す
。
風
帆
の
力

を
得
。

是
の
晩
、
廟
下
に
宿
す
。
舟
行
は
共
に
五
十
里
に
し
て
、
陸
路
は
二
十
里
に
止
ま
る
な
り
。

是
よ
り
先
、
余
聞
く
、
永
州
の
南
二
十
五
里
に
澹
巖
の
勝
有
り
、
と
。
一
遊
せ
ん
と
欲
す
。
意
は
ず
し

て
舟
行
五
十
里
に
し
て
之
を
問
ふ
に
、
猶
ほ
前
に
在
る
な
り
。
計
る
に
、
明
晨
に
當
り
て
其
の
下
を
過
ぎ

ん
ど
。
而
る
に
舟
人
は
莽
に
し
て
待
つ
を
肯
ん
ぜ
ず
。
余
念
ふ
、
陸
は
近
く
し
て
水
は
遠
し
。
其
の
去
る

を
聽
し
て
、
而
し
て
陸
に
從
ひ
て
之
を
躡
ふ
に
し
か
ず
、
と
。
舟
人
乃
ち
首
肯
す
。

ゆ
る

お

●
語
注

○
朝
陽
巖

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
朝
陽
巖
〕
在
府
城
西
、
瀟
江
之
滸
。
巖
有
洞
、

○
芝
山
巖

山
峯
の
名
で
あ
ろ
う
。
後
の
「
芝
山
」
も
同
じ
だ
ろ
う
。

○
劉
侍
御

劉
興
秀
。
字
は
振
賢
。
「
明
人
伝
記
資
料
索
引
」
に
記
事
が
な
い
。
黄
珅
は
、
詳
細
な
事
績

を
載
せ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
零
陵
廬
陵
の
人
で
、
天
啓
（
五
年
、
一
六
二
五
）
の
進
士
。
巡
撫
淮
揚
御

史
な
ど
を
歴
任
し
た
。
霞
客
が
劉
侍
御
と
称
す
る
の
は
こ
れ
に
よ
る
か
。
清
軍
が
入
関
し
、
永
州
を
包
囲

す
る
に
お
よ
び
、
内
応
を
疑
わ
れ
て
惨
殺
さ
れ
た
。
人
は
「
孤
忠
」
と
称
し
た
、
と
あ
る
。

○
司
李

司
理
に
同
じ
。
地
方
官
で
獄
訟
を
司
る
。

○
萬
石
山

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
萬
石
山
〕
在
府
城
北
。
多
怪
石
、
下
瞰
碧
沼
」

と
あ
る
。

○
歴
亭

歴
に
選
ぶ
の
意
が
あ
る
。
黄
珅
は
、
土
地
を
選
ん
で
亭
を
建
て
た
、
と
訳
す
。

○
巑
岏

山
が
高
く
鋭
い
さ
ま
、
あ
る
い
は
そ
び
え
立
つ
さ
ま
。
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○
透

飛
び
出
す
、
姿
を
現
す
。

○
攢
繞

集
ま
っ
て
取
り
囲
む
。

○
扶
疏

木
の
枝
葉
が
広
が
る
さ
ま
。

○
玉
蘭

ハ
モ
ク
レ
ン
。

○
鋪
雪

雪
の
よ
う
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
さ
ま
。
玉
蘭
の
花
び
ら
が
地
面
を
覆
っ
て
い
る
さ
ま
だ
ろ

う
。

○
白
衣
大
士

観
音
菩
薩
。

○
放
舟

船
を
な
ら
べ
て
も
や
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
船
が
進
む
の
に
並
行
し
て
、
顧
僕
が
河
沿
い
を
歩
い

て
進
む
、
と
解
し
た
。

○
岈
然

深
い
さ
ま
。

○
韻

響
き
合
う
。

○
淵
黛

深
碧
の
淵
、
と
解
し
た
。

○
徙
倚

さ
ま
い
よ
い
う
ろ
つ
き
ま
わ
る
。

○
山
、
江
中
乃

朱
恵
栄
は
「
山
」
は
「
出
」
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
し
、
「
江
中
よ
り
出
づ
る
は
、
乃

ち
（
江
か
ら
突
き
出
し
て
い
る
部
分
は
）
」
と
訳
し
、
黄
珅
は
「
乃
」
と
「
江
中
」
が
錯
簡
で
乙
正
す
べ

き
と
し
、「
山
の
江
中
は
（
山
の
川
の
中
の
部
分
は
）」
と
訳
す
。
今
、
黄
珅
に
従
う
。

○
沙
磧

砂
や
小
石
の
多
い
川
原
。

○
排
剔

排
は
、
取
り
除
く
。
剔
は
、
え
ぐ
っ
て
取
り
除
く
、
あ
る
い
は
疎
通
さ
せ
る
。

○
永
州
南
二
十
五
里

澹
巌
の
所
在
を
示
す
情
報
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
直
線
距
離
（
陸
路
）
を
言
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
あ
た
り
は
、
川
筋
は
「
Ｓ
字
」
を
成
し
て
お
り
、
水
路
の
行
程
は
、
直
線

距
離
よ
り
も
か
な
り
長
く
な
る
。

○
莽

粗
雑
、
が
さ
つ
。
お
客
の
希
望
を
聞
き
入
れ
る
と
い
う
丁
寧
さ
が
な
い
こ
と
か
。

●
口
語
訳

［
十
四
日
］

早
朝
に
朝
食
を
摂
り
、
浮
橋
を
通
っ
て
西
岸
に
渡
る
。
ひ
と
り
の
長
者
に
会
い
、
こ
の
地
の
最
勝
を
問

う
と
、
こ
う
言
っ
た
「
瀟
江
を
遡
及
し
て
南
に
二
里
の
と
こ
ろ
に
、
江
に
面
し
て
朝
陽
巌
が
あ
る
。
瀟
江

に
沿
っ
て
北
上
し
、
（
西
に
）
転
じ
て
山
崗
に
入
る
こ
と
二
里
で
、
芝
山
巌
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
が
形
勝

で
、
他
の
三
番
目
は
な
い
」
と
。
私
は
こ
の
話
に
従
っ
て
、
先
ず
北
の
芝
山
に
赴
く
こ
と
に
し
た
。

瀟
江
の
西
岸
に
沿
っ
て
半
里
進
む
と
、
劉
侍
御
の
山
房
に
至
る
［
諱
は
興
秀
、
私
の
故
郷
の
郡
（
常
州
府
）

の
司
法
官
と
な
っ
た
者
で
あ
る
］
。
そ
の
側
か
ら
北
へ
山
に
入
る
。
嶺
を
越
え
る
と
、
西
に
亭
が
あ
る
の
が
遠

望
で
き
た
。
し
か
し
そ
こ
は
選
択
せ
ず
。
小
路
を
北
に
進
み
山
崗
を
逾
え
て
、
山
の
上
に
登
る
。
そ
こ
か

ら
山
の
西
北
を
見
る
。
湘
水
が
北
を
流
れ
て
い
る
が
、
や
や
遠
い
。
他
に
も
又
た
一
筋
の
小
川
が
西
か
ら

流
れ
て
き
て
い
て
、
こ
の
山
の
東
南
に
迫
っ
て
い
る
。
瀟
江
は
こ
の
山
の
東
に
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
の
距

離
は
湘
江
と
同
じ
く
ら
い
。

瀟
江
の
東
岸
に
は
、
江
に
臨
ん
で
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
山
と
と
も
に
、
瀟
江
を
挟
ん
で
い
て
、

永
州
の
水
口
を
な
し
て
い
る
。
思
う
に
、
こ
れ
は
西
山
か
ら
北
走
し
て
い
る
地
脈
で
、
更
に
北
へ
進
ん
で

瀟
湘
二
江
が
合
流
し
て
い
る
場
所
で
尽
き
て
い
る
。
こ
こ
に
至
る
間
に
、
三
回
起
き
上
が
り
、
三
回
地
に

潜
っ
て
い
る
。

こ
の
山
は
、
「
大
明
一
統
志
」
に
言
う
万
石
山
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
永
州
の
人
が
「
記
」
を
作
っ
て
い
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て
、
あ
る
人
は
「
陶
家
冲
」
と
呼
ん
で
お
り
［
地
元
で
の
呼
び
名
で
あ
る
］
、
あ
る
人
は
芝
山
と
呼
ん
で
い
る

［
山
の
形
に
似
せ
て
名
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
］
。
ま
た
あ
る
人
は
、
崖
に
文
字
を
彫
り
こ
み
、
よ
い
土
地
を
選

ん
で
亭
を
建
て
て
い
る
。
そ
の
碑
文
の
序
文
に
、
「
こ
の
山
は
、
柳
宗
元
の
「
永
州
八
記
」
に
い
う
西
山

で
あ
る
。
後
に
霊
芝
を
産
出
す
る
こ
と
か
ら
名
を
芝
山
と
変
え
た
の
だ
」
と
あ
る
。
実
際
に
は
こ
う
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

山
嶺
を
越
え
て
北
に
向
か
い
、
山
嶺
の
上
で
東
に
転
ず
れ
ば
、
目
の
前
に
は
、
木
々
の
緑
が
見
え
隠
れ

し
、
石
の
崖
が
高
く
そ
び
え
立
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
ま
こ
と
に
こ
こ
は
神
異
な
佳
境
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
急
い
で
崖
の
根
本
の
あ
た
り
に
下
り
、
仰
ぎ
見
れ
ば
、
崖
の
巓
が
山
の
巓
に
な
っ
て
お
り
、
今

い
る
崖
の
根
本
の
あ
た
り
は
、
山
の
中
腹
に
な
っ
て
い
た
。
下
の
方
に
、
崖
に
よ
り
か
か
る
よ
う
に
し
て

菴
が
あ
る
。
そ
の
菴
の
北
を
ま
わ
っ
て
登
る
路
が
あ
る
。
そ
こ
で
菴
に
は
入
ら
ず
に
、
そ
の
路
を
た
ど
る
。

す
る
と
遥
か
に
見
え
て
き
た
景
観
は
、
崖
の
巓
が
聳
え
立
っ
て
姿
を
現
す
さ
ま
は
も
と
よ
り
奇
景
で
あ
り
、

そ
の
旁
を
不
揃
い
な
石
が
集
っ
て
取
り
囲
み
、
あ
る
も
の
は
巓
よ
り
も
上
ま
で
伸
び
、
あ
る
も
の
は
頂
に

及
ば
ず
、
あ
る
も
の
は
起
き
上
が
る
よ
う
で
、
あ
る
も
の
は
ひ
れ
伏
す
よ
う
で
、
蓮
の
萼
や
芝
の
花
弁
に

似
て
、
内
部
が
中
空
で
外
側
に
群
が
り
集
ま
っ
て
い
る
。
い
た
る
と
こ
ろ
が
こ
う
し
た
景
観
で
あ
る
。

そ
う
し
た
景
観
の
中
を
通
っ
て
、
崖
の
頂
に
至
る
小
路
が
あ
る
。
（
そ
の
小
路
を
進
み
）
石
の
関
所
の

よ
う
な
穴
を
く
ぐ
っ
て
通
る
。
（
す
る
と
）
南
向
き
の
小
屋
が
あ
る
が
、
門
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
入
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
（
そ
こ
で
）
そ
の
小
屋
の
南
側
を
回
っ
て
西
に
向
か
う
と
、
再
び
石
に
夾
ま
れ
た

と
こ
ろ
を
通
り
抜
け
る
。
そ
の
側
に
東
西
の
二
つ
の
門
が
あ
る
と
聞
い
た
。
し
か
し
そ
の
小
屋
は
一
間
し

か
な
く
、
山
頂
の
た
く
さ
ん
の
石
の
間
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
西
側
の
谷
に
沿
っ
て
下
り
、
崖
の
根
元

の
あ
た
り
に
至
る
。

こ
の
一
筋
の
路
に
は
竹
木
が
枝
葉
を
茂
ら
せ
、
玉
蘭
花
の
花
び
ら
が
雪
の
よ
う
に
地
面
に
敷
き
詰
め
ら

れ
て
い
る
。
ほ
の
か
な
残
り
香
が
ま
だ
漂
っ
て
い
る
。

（
さ
き
ほ
ど
パ
ス
し
た
）
崖
の
下
の
菴
に
入
っ
て
み
る
と
、
と
て
も
荘
厳
な
観
音
菩
薩
の
像
が
あ
っ
た
。

そ
の
北
に
休
憩
で
き
る
小
閣
が
あ
っ
た
。
南
に
は
一
人
の
僧
侶
が
精
舎
を
結
ん
で
い
た
。
門
は
精
舎
の
左

に
あ
っ
た
。
初
め
は
そ
れ
が
分
か
ら
ず
、
声
を
か
け
る
と
教
え
て
く
れ
た
が
、
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
。
す
る
と
僧
侶
が
忽
然
と
内
側
か
ら
扉
を
開
き
、
お
辞
儀
を
し
な
が
ら
招
き
入
れ
る
の
で
、

そ
れ
に
応
じ
た
。
小
さ
な
庭
が
あ
り
そ
の
側
の
穴
の
あ
い
た
巌
が
あ
り
、
そ
の
隙
間
を
屈
み
な
が
ら
く
ぐ

っ
て
上
る
と
、
聳
え
る
崖
石
が
あ
っ
た
。
巌
の
端
に
亭
子
が
営
ま
れ
て
い
る
。
四
面
の
窓
は
明
る
く
明
ら

か
で
、
花
や
竹
が
見
え
隠
れ
し
、
幽
奧
の
極
み
で
あ
っ
た
。
僧
侶
の
号
は
覚
空
と
い
い
、
私
を
堅
く
留
め

て
お
茶
を
い
れ
よ
う
と
よ
う
と
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
私
は
で
き
あ
が
る
の
を
待
て
な
い
の
で
辞
退
し
て

退
出
し
た
。

そ
こ
で
元
の
道
に
沿
っ
て
南
に
進
み
、
浮
橋
ま
で
戻
る
。
こ
こ
で
「
直
西
四
十
里
の
と
こ
ろ
に
石
門
山

と
い
う
寺
院
が
あ
っ
て
、
最
高
の
景
勝
で
あ
る
」
と
聞
い
た
。
（
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
）
朝
陽
巌
に
登

る
こ
と
を
渇
望
し
て
い
た
の
で
、
石
門
山
に
行
く
の
は
あ
き
ら
め
た
。

顧
奴
に
は
浮
橋
の
東
か
ら
瀟
江
を
遡
り
、
南
に
遡
上
す
る
船
に
並
行
し
て
行
く
よ
う
指
示
し
た
。
私
は

と
い
え
ば
、
橋
の
西
か
ら
発
し
、
愚
渓
橋
を
渡
り
、
瀟
江
の
西
岸
を
遡
っ
て
南
へ
向
か
う
こ
と
と
し
た
。

一
里
で
、
大
道
は
西
南
に
曲
が
っ
た
、
こ
れ
は
道
州
へ
向
か
う
道
で
あ
る
。
（
私
は
そ
れ
に
よ
ら
ず
）

分
か
れ
道
を
選
び
、
東
南
に
一
里
進
む
と
山
が
一
座
盛
り
上
が
り
、
石
を
建
て
た
よ
う
に
し
て
い
て
、
奔

走
し
て
瀟
江
と
鬪
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
そ
の
上
を
越
え
て
、
身
を
伏
せ
て
東
へ
石
の
門
に
入
る
。
そ

の
中
は
、
飛
び
だ
す
よ
う
な
石
が
中
空
に
浮
い
て
お
り
、
瀟
水
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
朝
陽
巌
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で
あ
る
。

そ
の
巌
は
、
後
ろ
か
ら
貫
通
し
た
穴
が
前
面
で
は
広
く
開
け
て
お
り
、
上
は
重
な
る
崖
が
覆
い
か
ぶ
さ

り
、
下
は
絶
壑
に
臨
ん
で
い
る
。
そ
の
間
で
は
、
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
も
寄
り
か
か
る
こ
と
も
で
き
る
。

巌
の
上
か
ら
は
、
遠
景
や
近
景
に
、
雲
の
上
に
た
だ
よ
う
よ
う
な
白
帆
が
奔
走
し
て
い
る
の
が
眺
め
ら
れ

る
。
わ
ず
か
で
も
こ
こ
に
足
を
留
め
て
眺
め
て
い
た
か
っ
た
の
だ
が
、
船
頭
が
巌
の
下
ま
で
船
を
運
び
、

何
度
も
呼
び
か
け
て
乗
船
を
促
す
。
し
か
し
私
は
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
に
す
る
。
崖
の
北
側
に
瀟
江
の

畔
ま
で
直
接
く
だ
る
こ
と
の
で
き
る
石
段
が
あ
っ
た
。
急
い
で
こ
の
石
段
を
下
る
。
石
段
に
西
側
は
そ
そ

り
た
つ
崖
に
張
り
付
き
、
東
側
は
清
澄
な
江
水
が
迫
っ
て
い
る
。

そ
の
石
段
が
尽
き
た
と
こ
ろ
に
、
忽
然
と
深
い
洞
穴
が
口
を
開
け
て
い
た
。
洞
口
の
高
さ
は
二
丈
、
横

幅
も
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。
東
に
面
し
て
瀟
江
に
臨
む
が
、
洞
口
か
ら
溪
流
が
珠
玉
を
吹
き
出
し
な
が
ら

噴
出
し
て
い
る
。
水
洞
で
あ
る
。
洞
口
か
ら
少
し
ば
か
り
入
る
と
す
ぐ
に
ま
が
っ
て
南
に
進
む
こ
と
に
な

る
。
中
は
平
ら
で
整
っ
て
お
り
、
清
潔
で
あ
る
。
瀟
江
と
い
う
大
江
が
洞
門
の
前
に
流
れ
る
。
洞
穴
の
内

部
は
泉
水
で
区
切
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
も
（
巌
と
同
じ
く
）
ゆ
っ
く
り
と
休
む
こ
と
も
（
心
を
）
洗
う
こ

と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
上
の
巖
と
ペ
ア
に
な
っ
て
、
ひ
と
つ
は
高
い
と
こ
ろ
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
低
い
と

こ
ろ
で
、
奇
勝
を
思
い
の
ま
ま
に
し
て
お
り
、
水
と
石
と
で
共
に
自
然
の
美
し
さ
に
つ
い
て
響
き
合
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
洞
に
五
六
丈
進
む
と
、
集
ま
っ
て
き
た
流
水
が
洞
全
体
に
広
が
っ
て
い
た
。
洞
は
ま

た
西
に
曲
が
っ
て
伸
び
て
お
り
、
衣
を
揭
げ
て
さ
ら
に
進
む
こ
と
は
で
き
そ
う
だ
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と

に
火
炬
は
無
く
、
し
か
も
船
頭
が
遙
か
か
ら
私
を
呼
ん
で
止
ま
な
い
。
し
か
た
な
く
洞
門
か
ら
出
た
。

（
洞
を
出
る
と
）
北
に
更
に
ひ
と
つ
の
巌
が
あ
っ
た
。
表
面
を
奇
妙
な
雲
形
の
よ
う
な
模
様
が
被
っ
て

お
り
、
巌
の
下
部
は
、
深
碧
の
淵
の
中
に
沈
ん
で
い
る
。
土
地
の
人
が
杭
を
横
に
並
べ
、
そ
こ
に
板
を
渡

し
て
、
桟
道
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
簡
略
に
欄
干
を
つ
け
て
、
机
な
ど
を
備
え
た
な
ら

ば
、
安
座
し
て
水
と
石
の
両
方
を
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
瓦
を
綴
り
て
屋
根
を

備
え
た
り
し
た
な
ら
ば
、
雅
趣
を
損
な
う
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
ば
ら
く
さ
ま
よ
い
う
ろ
つ
き
ま
わ
り
、

つ
い
に
石
段
を
通
っ
て
巌
の
後
面
に
出
て
、
巌
の
頂
上
に
登
る
。
そ
こ
に
は
僧
侶
の
廬
と
官
が
設
け
て
楼

閣
が
あ
っ
た
。
石
の
壁
に
は
た
く
さ
ん
文
字
が
彫
り
こ
ま
れ
て
お
り
、
宋
や
唐
の
名
跡
が
多
く
あ
っ
た
。

し
か
し
、
急
い
で
い
る
の
で
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
い
る
暇
は
な
か
っ
た
。
船
頭
が
せ
か
し
て
や
ま
な
い
か
ら

で
あ
る
。

舟
に
乗
り
瀟
江
を
溯
る
。
だ
ん
だ
ん
と
曲
が
り
東
へ
向
き
を
変
え
る
。
七
里
で
香
爐
山
に
至
る
。
山
は

髻
の
よ
う
に
小
さ
く
、
瀟
江
の
西
岸
に
ぽ
つ
ん
と
立
っ
て
い
る
。
山
の
江
中
の
部
分
は
、
削
ら
れ
て
骨
の

よ
う
な
石
が
集
ま
っ
て
で
き
て
い
る
。
山
の
上
に
は
佳
木
が
風
に
吹
か
れ
て
揺
れ
動
き
、
山
の
下
部
は
水

洞
が
通
貫
し
て
い
る
。
し
か
し
最
も
異
と
す
べ
き
は
、
こ
の
山
の
三
方
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。
山
は
川
の

中
心
に
は
な
く
、
三
方
面
は
砂
や
小
石
の
川
原
が
取
り
囲
ん
で
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
山
の
麓
に
い
た
る
と
、

川
原
が
切
れ
て
い
て
水
た
ま
り
を
形
成
し
て
い
る
。
北
西
南
の
三
方
は
、
い
ず
れ
も
溝
で
区
切
っ
た
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
砂
は
外
に
排
斥
さ
れ
て
、
水
が
溝
に
流
れ
込
ん
で
山
を
囲
っ
て
お
り
、
東
側
は

大
江
の
奔
流
が
流
れ
て
い
る
。
思
う
に
、
下
流
の
沙
は
流
れ
と
共
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
上
流
へ
上
が
る

こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
し
、
上
流
の
沙
は
ど
う
し
て
流
れ
を
追
っ
て
下
流
へ
下
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

毎
日
や
砂
を
取
り
除
い
て
疎
通
さ
せ
る
者
が
入
る
と
で
も
言
う
の
か
。
ま
っ
た
く
理
に
か
な
わ
な
い
こ
と

で
あ
る
。

午
後
、
金
牛
灘
を
通
過
す
る
。
そ
の
畔
に
金
牛
嶺
が
あ
る
。
峯
が
ひ
と
つ
尖
っ
て
険
し
く
、
先
が
三
つ

の
峯
に
分
か
れ
て
聳
え
、
斜
め
に
突
出
し
て
は
、
横
に
飛
び
出
し
て
い
る
。
瀟
江
の
流
れ
が
嶺
の
脇
腹
に
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突
き
当
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
船
は
南
に
進
路
を
変
え
た
。
追
い
風
を
得
て
帆
が
膨
ら
ん
で
い

る
。こ

の
晩
は
、
廟
下
に
宿
る
。
こ
の
日
の
船
で
の
行
程
は
五
十
里
で
、
陸
路
で
の
行
程
は
二
十
里
に
止
ま

る
。以

前
私
は
、
「
永
州
の
南
二
十
五
里
に
澹
巖
と
い
う
景
勝
が
あ
る
」
と
聞
い
て
い
た
。
そ
こ
で
澹
巌
へ

の
一
遊
を
考
え
て
い
た
。
気
づ
か
な
い
う
ち
に
舟
行
で
五
十
里
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ど
う
か
と
問
う

て
み
た
と
こ
ろ
、
ま
だ
前
途
に
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
行
程
を
は
か
る
と
、
明
日
の
朝
に
そ
の
下
を
通

過
す
る
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
（
そ
こ
で
、
澹
巌
の
と
こ
ろ
で
お
ろ
し
て
も
ら
い
、
船
に
は
待
っ
て

い
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
が
）
、
船
頭
は
が
さ
つ
も
の
で
、
私
を
待
つ
こ
と
を
承
知
し
な
い
。
そ
こ
で
考

え
た
、
（
川
は
幾
度
も
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
た
め
、
）
水
路
は
距
離
が
あ
っ
て
も
、
陸
路
の
方
が
近
道

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
船
が
出
発
す
る
の
を
認
め
て
、
自
分
は
澹
巌
を
探
索
し
た
後
に
、
陸
路
で
船
を

追
い
か
け
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。
そ
の
旨
を
持
ち
か
け
る
と
、
船
頭
は
受
け
入
れ
た
。

［
三
月
十
五
日
］

《
概
要
》
巌
背
で
船
を
下
り
、
双
牌
で
の
再
会
を
期
し
て
、
自
ら
は
澹
巌
探
訪
へ
。
澹
巌
の
巌
、
そ
こ
か

ら
の
遠
景
な
ど
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
和
尚
嶺
、
出
水
崖
な
ど
を
探
訪
。
よ
う
や
く
瀟
江
へ
出
て
、
双
牌
へ

至
る
と
船
も
ま
も
な
く
到
着
。
船
に
乗
り
、
南
へ
。
横
口
で
停
泊
。

■
本
文
の
部

十
五
日

五
更
聞
雨
聲
泠
泠
、
達
旦
雷
雨
大
作
。
不
爲
阻
、
亟
炊
飯
。
五
里
至
巖
背
、
力
疾
登
涯
、
與
舟
人
期
會

於
雙
牌
。
雙
牌
者
、
永
州
南
五
十
里
之
鋪
也
。
永
州
南
二
十
五
里
爲
巖
背
、
陸
路
至
此
與
江
會
。
陸
路
從

此
南
入
山
、
又
二
十
五
里
而
至
雙
牌
；
水
路
從
此
東
迂
溯
江
、
又
六
十
里
而
至
雙
牌
。
度
舟
行
竟
日
、
止

可
及
此
、
余
不
難
以
病
體
追
躡
也
。
巖
背
東
北
臨
江
、
從
其
南
二
里
西
向
入
山
、
山
石
忽
怒
湧
作
攫
人
状
。

已
而
望
見
兩
峯
前
突
、
中
有
雲
廬
高
敞
、
而
西
峯
聳
石
尤
異
、
知
勝
在
是
矣
。
及
登
之
、
而
官
舍
半
頹
。

先
是
望
見
西
峯
之
陽
、
洞
門
高
張
、
至
是
路
從
其
側
而
出
、
其
上
更
見
石
崖
攢
舞
、
環
玦
東
向
、
其
下
則

中
空
成
巖
、
容
數
百
人
、
下
平
上
穹
、
明
奧
幽
爽
、
無
逼
仄
昏
暗
之
状
病
。
其
北
洞
底
亦
有
垂
石
環
轉
、

覆
楞
分
内
外
者
、
巨
石
磊
砢
界
道
、
石
上
多
宋
・
元
人
題
鎸
。
黄
山
谷
最
愛
此
巖
、
謂
爲
此
中
第
一
、
非

以
其
幽
而
不
閟
、
爽
而
不
露
耶
？
巖
東
穿
腋
竅
而
上
、
有
門
上
透
叢
石
之
間
、
東
瞰
官
舍
後
廻
谷
、
頓
若

仙
凡
分
界
。
巖
西
南
又
闢
一
門
、
逾
門
而
出
其
右
、
石
壁
穹
然
、
有
僧
寮
倚
之
、
西
眺
山
下
平
疇
、
另
成

一
境
、
桑
麻
其
中
。
有
進
賢
江
發
源
自
西
南
龍
洞
、
〔
洞
去
永
城
西
南
七
十
里
。
江
〕
東
來
直
逼
山
麓
、

而
北
入
於
瀟
。
進
賢
江
側
又
有
水
洞
、
去
此
二
里
、
秉
炬
可
深
入
、
昔
人
謂
此
洞
水
陸
濟
勝
、
然
不
在
一

處
也
。
按
澹
巖
之
名
、
昔
爲
澹
姓
者
所
居
。
而
舊
經
又
云
、
有
正
實
者
、
秦
時
人
、
遁
世
於
此
、
始
皇
三

召
不
赴
、
復
屍
解
焉
。
則
又
何
以
不
名
周
也
。
從
僧
寮
循
巖
南
東
行
、
過
前
所
望
洞
門
高
張
處
、
其
門
雖

峻
、
而
中
夾
而
不
廣
、
其
内
亦
不
能
上
通
後
巖
也
。

仍
冒
雨
東
出
臨
江
、
望
瀟
江
迢
迢
在
數
里
外
、
自
東
而
來
。
蓋
縁
澹
山
之
南
、
即
多
崇
山
排
亙
、
有
支

分
東
走
者
、
故
江
道
東
曲
而
避
之
。
乃
舍
江
南
行
、
西
遵
西
嶺
、
七
里
至
木
排
鋪
、
市
酒
於
肆
、
而
雨
漸

停
。
又
南
逾
一
小
嶺
、
三
里
爲
陽
江
。
其
江
不
能
勝
舟
、
西
南
自
大
葉
江
・
小
葉
江
來
、
至
此
〔
二
十
餘
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里
、
〕
東
注
於
瀟
。
其
北
則
所
謂
西
嶺
者
橫
亙
於
右
、
其
南
則
曹
祖
山
・
張
家
冲
諸
峯
駢
立
於
前
。
又
南

七
里
、
直
抵
張
家
冲
之
東
麓
、
是
爲
陳
皮
鋪
。
又
南
三
里
、
逾
一
小
嶺
、
望
西
山
層
墜
而
下
、
時
現
石
骨
、

逗
奇
標
異
；
已
而
一
區
湊
靈
、
萬
竅
逆
幻
。
亟
西
披
之
、
則
石
片
層
層
、
盡
若
雞
距
龍
爪
、
下
蹲
於
地
、

又
如
絲
瓜
之
囊
、
筋
縷
外
絡
、
而
中
悉
透
空
；
但
上
爲
蔓
草
所
縛
、
無
可
攀
躋
、
下
爲
棘
箐
所
塞
、
無
從

披
入
。
乃
南
隨
之
、
見
旁
有
隙
土
新
薙
地
者
、
輒
爲
捫
入
、
然
毎
至
純
石
、
輒
復
不
薙.

路
旁
一
人
、
見

余
披
踄
久
、
荷
笠
倚
鋤
而
坐
待
於
下
、
余
因
下
問
其
名
、
曰
：
「
是
爲
和
尚
嶺
、
皆
石
山
也
。
其
西
大
山
、

是
爲
七
十
二
雷
。
」
因
指
余
前
有
菴
在
路
隅
、
其
石
更
勝
。
從
之
、
則
大
道
直
出
石
壁
下
、
其
石
屏
插
而

起
、
上
多
透
明
之
竇
、
飛
舞
之
形
；
其
下
則
清
泉
一
泓
、
透
雲
根
而
出
。
有
菴
在
其
南
、
時
僧
問
其
名
、

曰
：
「
出
水
崖
。
」
問
他
勝
、
曰
：
「
更
無
矣
。
」
然
仰
見
崖
後
石
勢
駢
叢
、
崖
側
有
路
若
絲
、
皆
其
薙
地

境
也
。
賈
勇
從
之
、
〔
其
上
石
皆
如
臥
龍
翥
鳳
、
出
水
青
蓮
、
萼
叢
瓣
裂
。
轉
至
出
水
崖
後
、
覺
茹
吐
一

區
、
包
裹
叢
沓
、
而
窈
窕
無
竟
。
蓋
其
處
西
亙
七
十
二
雷
大
山
、
叢
嶺
南
列
、
惟
東
北
下
臨
官
道
、
又
出

水
崖
障
其
東
、
北
復
屏
和
尚
嶺
、
四
面
外
同
錯
綺
、
其
中
怪
石
層
明
、
彩
豔
奪
眺
。
予
乃
透
數
峽
進
、
東

北
屏
崖
之
巓
、
有
石
高
䂬
、
若
天
門
上
開
、
不
可
慰
即
。
䂬
石
西
南
、
即
出
水
崖
内
壑
、
一
潭
澄
石
隙
中
、

三
面
削
壁
下
嵌
、
不
見
其
底
、
若
爬
梳
沙
蔓
、
令
石
與
水
接
、
武
陵
漁
當
爲
移
棹
。
予
歴
選
山
棲
佳
勝
、

此
爲
第
一
、
而
九
疑
尤
溪
村
口
稍
次
云
。〕

〔
搜
剔
久
之
〕
乃
下
。
由
菴
側
南
行
二
里
、
有
溪
自
西
南
山
凹
來
、
大
與
陽
溪
似
。
過
溪
一
里
、
東
南

轉
出
山
嘴
、
復
與
瀟
江
遇
。
於
是
西
南
溯
江
三
里
、
則
雙
牌
在
焉
。
適
舟
至
、
下
舟
、
已
下
舂
矣
。
雙
牌

聚
落
亦
不
甚
大
、
其
西
南
豁
然
、
若
可
遠
達
、
而
舟
反
向
南
山
瀧
中
入
。
蓋
瀟
水
南
自
青
口
與
沲
水
合
、

即
入
山
峽
中
、
是
曰
瀧
口
。
北
行
七
十
里
、
皆
連
山
駢
峽
、
虧
蔽
天
日
、
〔
且
水
傾
瀉
直
中
下
、
〕
一
所

云
「
瀧
」
也
。
瀧
中
有
麻
潭
驛
、
［
屬
零
陵
。
］
驛
南
四
十
里
屬
道
〔
州
〕
、
驛
北
三
十
里
屬
零
陵
。
按
其

地
即
丹
霞
翁
宅
也
、
《
志
》
云
：
在
府
南
百
里
零
陵
瀧
下
、
唐
永
泰
中
有
瀧
水
令
唐
節
、
去
官
即
家
於
此

瀧
、
自
稱
爲
丹
霞
翁
。
元
結
自
道
州
過
之
、
爲
作
宅
刻
銘
。
然
則
此
瀧
北
屬
零
陵
、
故
謂
之
零
陵
瀧
。
而

所
謂
瀧
水
縣
者
、
其
即
此
非
耶
？
又
按
《
志
》
：
永
州
南
六
十
里
有
雷
石
鎭
、
當
瀧
水
口
、
唐
置
。
則
唐

時
瀧
水
之
爲
縣
、
非
此
而
誰
耶
？
時
風
色
甚
利
、
薄
暮
、
乘
風
驅
舟
上
灘
、
巻
浪
如
雷
。
五
里
入
瀧
、
又

五
里
泊
於
橫
口
、
江
之
東
岸
也
、
官
道
在
西
岸
、
爲
雷
石
鎮
小
墅
耳
。

〔
自
永
州
至
雙
牌
、
陸
五
十
里
、
水
倍
之
。
雙
牌
至
道
州
、
水
陸
倶
由
瀧
中
行
、
無
他
道
。
故
瀧
中
七

十
里
、
止
有
順
逆
分
、
無
水
陸
異
。
出
瀧
至
道
州
、
又
陸
徑
水
曲
矣
。
〕

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
五
日

五
更
に
雨
聲
の
泠
泠
た
る
を
聞
く
。
旦
に
達
す
る
に
雷
雨
大
い
に
作
る
も
、
阻
む
と
な
さ
ず
。
亟
に
飯

を
炊
く
。

五
里
に
し
て
巖
背
に
至
る
。
力
疾
し
て
崖
に
登
る
。
舟
人
と
雙
牌
に
會
す
る
を
期
す
。

雙
牌
は
、
永
州
の
南
五
十
里
の
鋪
な
り
。
永
州
の
南
二
十
五
里
は
巖
背
た
り
。
陸
路
は
此
に
至
り
て
江

と
會
す
。
陸
路
は
此
よ
り
南
し
て
山
に
入
り
、
又
た
二
十
五
里
に
し
て
雙
牌
に
至
る
。
水
路
は
此
よ
り
東

の
迂
し
て
江
を
溯
り
、
又
た
六
十
里
に
し
て
雙
牌
に
至
る
。
舟
行
を
度
る
に
日
を
竟
ふ
れ
ば
、
止
だ
此
に

及
ぶ
べ
き
の
み
。
余
、
病
體
を
以
て
追
躡
す
る
を
難
し
と
せ
ざ
ら
ん
。

巖
背
は
東
北
に
江
に
臨
む
。
そ
こ
よ
り
南
に
二
里
に
し
て
西
に
向
ひ
て
山
に
入
る
。
山
石
忽
と
し
て
怒

湧
し
、
人
を
攫
ふ
の
状
を
作
す
。
已
に
し
て
兩
峯
の
前
に
突
し
、
中
に
雲
廬
高
敞
有
り
て
、
而
し
て
西
の
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峯
は
聳
石
尤
も
異
な
る
を
望
見
す
。
勝
の
是
に
在
る
を
知
る
な
り
。

之
に
登
る
に
及
び
て
、
官
舍
半
頹
せ
り
。
是
よ
り
先
、
西
峯
の
陽
を
望
見
す
る
に
、
洞
門
は
高
張
す
。

是
に
至
れ
ば
、
路
の
其
の
側
よ
り
出
づ
。
其
の
上
に
は
更
に
石
崖
の
攢
舞
し
、
環
玦
の
東
向
す
る
を
見
る
。

其
の
下
は
則
ち
中
空
に
し
て
巖
を
成
し
、
數
百
人
を
容
る
。
下
は
平
ら
に
上
は
穹
に
し
て
、
明
奧
幽
爽
、

逼
仄
昏
暗
の
状
病
無
し
。
其
の
北
の
洞
底
に
も
亦
た
垂
石
の
環
轉
し
て
、
覆
楞
の
内
外
を
分
か
つ
者
有
り
。

巨
石
磊
砢
す
る
に
道
を
界
す
。
石
上
に
宋
・
元
人
の
題
鎸
多
し
。
黄
山
谷
最
も
此
の
巖
を
愛
し
、
此
の
中

の
第
一
た
り
、
と
謂
ふ
。
其
の
幽
に
し
て
閟
せ
ず
、
爽
に
し
て
露
せ
ざ
る
を
以
て
な
る
か
。
巖
の
東
を
腋

竅
を
穿
ち
て
上
る
に
、
門
の
上
つ
か
た
叢
石
の
間
を
透
せ
る
有
り
。
東
の
か
た
官
舎
の
後
ろ
の
廻
れ
る
谷

を
瞰
れ
ば
、
頓
に
仙
凡
の
分
界
の
若
し
。
巖
の
西
南
に
又
た
一
門
を
闢
く
。
門
を
逾
え
て
其
の
右
に
出
づ

れ
ば
、
石
壁
穹
然
た
り
て
、
僧
寮
の
之
に
倚
る
有
り
。
西
の
か
た
山
下
の
平
疇
を
眺
む
れ
ば
、
另
に
一
境

を
成
し
、
桑
麻
其
の
中
に
あ
り
。

進
賢
江
有
り
。
源
を
發
す
る
こ
と
西
南
の
龍
洞
よ
り
す
。
洞
は
永
城
を
去
る
こ
と
西
南
に
七
十
里
な
り
。

江
は
東
に
來
り
て
直
に
山
麓
に
逼
り
、
而
し
て
北
し
て
瀟
に
入
る
。

進
賢
江
の
側
に
又
た
水
洞
有
り
。
此
を
去
る
こ
と
二
里
に
し
て
、
炬
を
秉
れ
ば
深
く
入
る
べ
し
。
昔
人

の
謂
ふ
「
此
の
洞
は
水
陸
勝
を
濟
る
。
然
れ
ど
も
一
處
に
在
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
按
ず
る
に
、
澹
巖
の
名

は
、
昔
、
澹
姓
の
者
の
居
る
所
と
た
り
。
而
し
て
舊
經
に
又
た
云
ふ
、
正
實
な
る
者
有
り
、
秦
の
時
の
人

な
り
。
世
を
此
に
遁
る
。
始
皇
三
た
び
召
す
も
赴
か
ず
、
復
た
屍
解
せ
り
」
と
。
則
ち
又
た
何
を
以
て
周

と
名
せ
ざ
る
や
。

僧
寮
よ
り
巖
の
南
に
循
ひ
て
東
に
行
き
、
前
に
望
む
所
の
洞
門
の
高
く
張
れ
る
處
を
過
ぐ
。
其
の
門
は

峻
な
り
と
雖
も
、
中
は
夾
く
し
て
廣
か
ら
ず
、
其
の
内
も
亦
た
後
巖
に
上
通
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
。

せ
ま

仍
り
て
雨
を
冒
し
て
東
に
出
で
て
江
に
臨
む
。
瀟
江
を
望
む
に
迢
迢
と
し
て
數
里
の
外
に
在
り
て
、
東

よ
り
し
て
來
る
。
蓋
し
澹
山
の
南
な
る
に
よ
り
て
、
即
ち
崇
山
の
排
亙
せ
る
も
の
多
し
。
支
の
分
れ
て
東

に
走
る
者
有
り
、
故
に
江
道
は
東
に
曲
り
て
之
を
避
く
。
乃
ち
江
を
舍
て
て
南
に
行
く
。
西
に
西
嶺
に
遵

ふ
。
七
里
に
し
て
木
排
鋪
に
至
る
。
酒
を
肆
に
市
ふ
。
而
し
て
雨
漸
く
停
む
。
又
た
南
に
一
小
嶺
を
逾
ゆ
。

と
ど

三
里
に
し
て
陽
江
た
り
。
其
の
江
は
舟
に
勝
ふ
る
こ
と
能
わ
ず
。
西
南
の
か
た
大
葉
江
・
小
葉
江
よ
り
來

り
、
此
こ
に
至
る
に
二
十
餘
里
、
東
し
て
瀟
に
注
ぐ
。
其
の
北
は
則
ち
所
謂
る
「
西
嶺
」
な
る
者
、
右
に

橫
亙
す
。
其
の
南
は
則
ち
曹
祖
山
・
張
家
冲
の
諸
峯
前
に
駢
立
す
。
又
た
南
に
七
里
に
し
て
、
直
ち
に
張

家
冲
の
東
麓
に
抵
る
。
是
れ
陳
皮
鋪
た
り
。
又
た
南
に
三
里
に
し
て
、
一
小
嶺
を
逾
ゆ
。
西
山
の
層
墜
ち

て
下
り
、
時
に
石
骨
を
現
す
を
望
む
。
、
奇
を
逗
め
異
を
標
は
す
。
已
に
し
て
一
區
に
靈
を
湊
め
、
萬
竅

と
ど

あ
ら

あ
つ

幻
を
逆
ふ
。
亟
に
西
し
て
之
を
披
け
ば
、
則
ち
石
片
層
層
と
し
て
、
盡
く
雞
距
龍
爪
の
下
り
て
地
に
蹲
る

む
か

が
若
し
。
又
た
絲
瓜
の
囊
の
如
く
、
筋
縷
外
絡
し
て
、
而
し
て
中
は
悉
く
透
空
な
る
あ
り
。
但
だ
上
は
蔓

草
の
縛
る
所
と
な
り
て
、
攀
躋
す
べ
き
無
し
。
下
は
棘
箐
の
塞
ぐ
所
と
な
り
て
、
よ
り
て
披
き
入
る
無
し
。

乃
ち
南
し
て
之
に
隨
ふ
。
旁
に
隙
土
の
新
た
に
地
を
薙
ぐ
る
者
有
り
、
輒
ち
捫
入
る
を
な
さ
ん
と
す
。

然
れ
ど
も
毎
に
純
石
に
至
り
、
輒
ち
復
た
薙
が
ず
。
路
旁
に
一
人
あ
り
、
余
の
披
踄
す
る
こ
と
久
し
き
を

見
、
笠
を
荷
し
鋤
に
倚
し
て
坐
し
て
下
に
待
つ
。
余
因
り
て
下
り
て
其
の
名
を
問
ふ
に
、
曰
く
「
是
れ
和

尚
嶺
た
り
。
皆
石
山
な
り
。
其
の
西
の
大
山
は
、
是
れ
七
十
二
雷
た
り
」
と
。
因
り
て
余
が
前
に
菴
の
路

隅
に
在
る
有
る
を
指
さ
し
、
其
の
石
更
に
勝
な
り
、
と
。
之
に
從
へ
ば
、
則
ち
大
道
直
ち
に
石
壁
の
下
に

出
づ
。
其
の
石
は
屏
の
ご
と
く
插
し
て
起
き
、
上
に
透
明
の
竇
、
飛
舞
の
形
多
し
。
其
の
下
は
則
ち
清
泉

一
泓
、
雲
根
を
透
し
て
出
づ
。
菴
の
其
の
南
に
在
る
有
り
。
時
に
僧
あ
り
、
其
の
名
を
問
へ
ば
、
曰
く
「
出

水
崖
な
り
」
と
。
他
の
勝
を
問
ふ
に
、
曰
く
「
更
に
無
し
」
と
。
然
れ
ど
も
崖
の
後
ろ
を
仰
ぎ
見
れ
ば
、
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石
勢
は
駢
叢
と
し
て
、
崖
側
に
路
の
絲
の
若
き
有
り
、
皆
な
其
れ
薙
地
の
境
な
り
。
勇
を
賈
し
て
之
に
從

ふ
。
其
の
上
の
石
は
皆
臥
龍
翥
鳳
、
水
を
出
で
た
る
青
蓮
、
萼
の
叢
り
瓣
の
裂
く
が
如
し
。
轉
じ
て
出
水

崖
の
後
ろ
に
至
る
に
、
茹
吐
の
一
區
、
包
裹
叢
沓
さ
れ
て
、
窈
窕
の
竟
る
無
き
を
覺
る
。

お
は

蓋
し
其
の
處
は
西
は
七
十
二
雷
大
山
に
亙
り
、
叢
嶺
南
に
列
し
、
惟
だ
東
北
は
下
り
て
官
道
に
臨
み
、

又
た
出
水
崖
其
の
東
を
障
し
、
北
は
復
た
和
尚
嶺
に
屏
せ
ら
る
。
四
面
の
外
は
同
に

綺

を
錯
へ
、
其
の

あ
や
ぎ
ぬ

ま
じ

中
の
怪
石
層
し
て
明
に
し
て
、
彩
豔
に
し
て
眺
を
奪
ふ
。
予
は
乃
ち
數
峽
を
透
し
て
進
む
。
東
北
の
屏
崖

の
巓
に
、
石
の
高
䂬
た
る
こ
と
、
天
門
の
上
に
開
く
が
如
き
有
る
も
、
慰
即
す
べ
か
ら
ず
。
䂬
石
の
西
南

は
、
即
ち
出
水
崖
の
内
壑
に
し
て
、
一
潭
の
澄
な
る
石
隙
の
中
に
あ
り
。
三
面
は
削
壁
下
嵌
し
、
其
の
底

を
見
ず
。
沙
蔓
を
爬
梳
す
る
が
若
し
。
石
と
水
と
を
し
て
接
せ
し
め
、
武
陵
漁
當
に
棹
を
移
す
を
な
す
べ

し
。
予
山
棲
佳
勝
を
歴
選
す
る
に
、
此
れ
を
第
一
と
為
す
。
而
し
て
九
疑
の
尤
溪
の
村
口
稍
々
次
ぐ
と
云

ふ
。搜

剔
す
る
こ
と
之
を
久
し
く
し
て
、
乃
ち
下
る
。

菴
の
側
よ
り
南
に
行
く
こ
と
二
里
に
し
て
、
溪
の
西
南
の
山
凹
よ
り
來
る
有
り
。
大
い
に
陽
溪
と
似
た

り
。
溪
を
過
ぎ
一
里
に
し
て
、
東
南
に
轉
じ
て
山
嘴
を
出
で
、
復
た
瀟
江
と
遇
ふ
。

是
に
お
い
て
西
南
に
江
を
溯
る
こ
と
三
里
に
し
て
、
則
ち
雙
牌
焉
に
在
り
。
適
々
舟
至
り
、
舟
に
下
る
。

已
に
下
舂
な
り
。

雙
牌
の
聚
落
も
亦
た
甚
し
く
は
大
な
ら
ず
。
其
の
西
南
は
豁
然
と
し
て
、
遠
達
す
べ
き
が
若
し
。
而
し

て
舟
は
反
っ
て
南
山
の
瀧
中
に
向
か
ひ
て
入
る
。

蓋
し
瀟
水
は
南
の
方
、
青
口
と
沲
水
と
の
合
す
る
よ
り
し
て
、
即
ち
山
峽
の
中
に
入
る
。
是
を
瀧
口
と

曰
ふ
。
北
に
行
く
こ
と
七
十
里
、
皆
連
山
駢
峽
、
天
日
を
虧
蔽
さ
れ
、
且
つ
水
は
傾
瀉
し
て
直
ち
に
中
下

す
。
一
に
云
ふ
所
の
「
瀧
」
な
り
。
瀧
の
中
に
麻
潭
驛
有
り
［
零
陵
に
屬
す
］
。
驛
の
南
四
十
里
は
道
州

に
屬
し
、
驛
の
北
三
十
里
は
零
陵
に
屬
す
。
按
ず
る
に
、
其
の
地
は
即
ち
丹
霞
翁
の
宅
な
り
。
《
志
》
に

云
ふ
「
府
の
南
百
里
零
陵
瀧
の
下
に
在
り
」
「
唐
の
永
泰
中
、
瀧
水
令
唐
節
有
り
、
官
を
去
り
家
を
此
の

瀧
に
就
け
、
自
ら
稱
し
て
丹
霞
翁
と
な
す
。
元
結
道
州
よ
り
之
を
過
ぎ
り
、
爲
め
に
宅
刻
銘
を
作
る
」
と
。

然
れ
ば
則
ち
此
の
瀧
北
は
零
陵
に
屬
す
、
故
に
之
を
謂
ひ
て
零
陵
瀧
と
。
而
し
て
所
謂
る
瀧
水
縣
な
る
者
、

其
れ
即
ち
此
か
非
か
？
又
た
《
志
》
を
按
ず
る
に
「
永
州
の
南
六
十
里
に
雷
石
鎭
有
り
、
瀧
水
口
に
當
る
、

唐
置
く
」
と
。
則
ち
唐
の
時
、
瀧
水
の
縣
た
る
は
、
此
に
非
ざ
る
か
、
誰
ぞ
や
。

時
に
風
色
甚
だ
利
な
り
。
薄
暮
に
し
て
、
風
に
乘
り
て
舟
を
驅
り
灘
を
上
る
。
巻
浪
雷
の
如
し
。
五
里

に
し
て
瀧
に
入
る
。
又
た
五
里
に
し
て
橫
口
に
泊
す
。
江
の
東
岸
な
り
。
官
道
西
岸
に
在
り
、
雷
石
鎮
の

小
墅
の
み
。

永
州
よ
り
雙
牌
に
至
る
は
、
陸
は
五
十
里
に
し
て
、
水
は
之
に
倍
す
。
雙
牌
よ
り
道
州
に
至
る
は
、
水

陸
倶
に
瀧
中
よ
り
行
き
、
他
の
道
無
し
。
故
に
瀧
中
の
七
十
里
は
、
止
だ
順
逆
の
分
有
る
の
み
に
し
て
、

水
陸
の
異
な
る
こ
と
無
し
。
瀧
を
出
で
て
道
州
に
至
る
は
、
又
た
陸
は
徑
に
し
て
水
は
曲
な
り
。

●
語
注

○
泠
泠

水
や
風
の
涼
し
げ
な
さ
ま
。

○
巖
背

上
海
新
整
理
本
は
、
傍
線
を
引
き
固
有
名
詞
と
見
る
が
、
澹
巌
の
背
の
部
分
と
い
う
一
般
名
詞

だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
「
巌
北
」
で
も
よ
い
。
そ
の
場
合
は
、
「
澹
巌
の
北
」
。
現
代
地
図
等
に
見
え
な
い

が
、
永
州
府
治
か
ら
陸
路
を
南
下
し
て
、
瀟
江
と
で
あ
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
「
桂
林
」
図
で
は
「
奮
積
河
」
、

大
地
図
ら
で
は
「
富
家
橋
鎮
」
の
名
が
見
え
る
。
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○
雙
牌

今
の
双
牌
県
治
。

○
鋪

駅
站
、
宿
場
。

○
雲
廬

熟
語
は
無
い
。
廬
は
小
屋
。
雲
が
意
味
す
る
も
の
は
、
「
雲
の
よ
う
に
高
く
大
き
い
」
か
「
雲

霧
に
覆
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
」
か
。
後
ろ
に
「
高
敞
」
の
形
容
が
つ
い
て
い
る
の

で
、
後
者
で
訳
し
た
。

○
高
敞

高
く
広
々
と
し
た
さ
ま
。

○
攢
舞

攢
は
、
集
ま
る
。
群
舞
く
ら
い
の
意
味
か
。

○
環
玦

環
は
、
環
状
の
帯
び
玉
で
、
玦
は
、
そ
の
一
部
を
欠
い
た
壁
。
い
ず
れ
も
円
盤
状
で
ま
ん
な
か

が
空
い
て
い
る
も
の
。
洞
口
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

○
明
奧
幽
爽

明
と
爽
は
、
明
る
い
、
奥
と
幽
は
、
深
遠
で
静
か
。

○
逼
仄

狭
い
。

○
昏
暗

暗
い
。

○
状
病

健
康
で
な
い
（
よ
く
な
い
）
状
況
。

○
覆
楞

楞
は
、
線
状
の
突
起
物
。
覆
楞
で
、
扉
の
上
か
ら
下
に
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
簾
の
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
か
。

○
磊
砢

た
く
さ
ん
積
み
重
な
る
さ
ま
。

○
界
道

一
筋
の
道
を
作
る
。

○
黄
山
谷

黄
庭
堅
（
一
○
六
五
～
一
一
○
五
）
、
江
西
省
洪
州
分
寧
の
人
。
山
谷
は
、
号
。
進
士
に
挙

げ
ら
れ
哲
宗
の
と
き
「
神
宗
実
録
」
を
編
纂
し
た
。
詩
に
長
け
、
「
蘇
（
軾
）
黄
」
と
併
称
さ
れ
た
。
「
宋

史
」
巻
四
四
四
本
伝
。
「
大
明
一
統
志
」
六
五
永
州
山
川
に
「
〔
澹
巌
〕
」
が
あ
り
、
黄
庭
堅
の
澹
巌
を
詠

ん
だ
七
絶
を
収
録
す
る
。

○
進
賢
江

「
桂
林
」
図
や
現
代
地
図
で
は
賢
水
と
あ
る
。

○
進
賢
江
側
又
有
水
洞

こ
の
洞
に
は
行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

○
濟
勝

「
済
勝
之
具
」
と
は
、
山
川
名
勝
を
歩
き
回
る
道
具
で
、
健
脚
を
言
う
。

○
按
澹
巖
之
名
～
復
屍
解
焉

こ
の
一
文
「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
山
川
「
〔
澹
巌
〕
」
で
は
「
昔

有
澹
姓
者
居
其
下
、
故
名
。
而
舊
經
又
云
、
有
周
正
實
者
、
秦
時
人
、
遁
世
於
此
。
成
敗
之
數
、
皆
先
知

之
。
始
皇
三
召
不
起
。
後
尸
解
焉
」
と
あ
る
。

○
有
正
實
者

「
大
明
一
統
志
」
で
は
「
有
周
正
實
者
」
と
、
姓
を
記
す
が
、
霞
客
は
省
い
て
い
る
。

○
迢

遥
か
遠
い
さ
ま
。

○
排
亙

排
は
並
ぶ
、
亙
は
、
横
に
貫
く
だ
が
、
横
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

○
所
謂
西
嶺

出
典
不
詳
。

○
張
家
冲

冲
は
、
「
山
が
ち
の
里
の
平
地
」
を
現
す
語
で
、
衡
陽
に
「
桃
花
冲
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ

こ
で
は
山
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
「
○
家
冲
」
の
語
と
し
て
、
三
月
十
四
日
条
に
、
芝
山
の

異
称
と
し
て
陶
家
冲
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
大
地
図
」
に
村
落
の
名
前
と
し
て
「
張
家
冲
」
が
あ
る
。
冲

に
位
置
す
る
村
落
を
「
○
冲
」
と
呼
び
、
そ
こ
に
あ
る
山
を
も
「
○
冲
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
筋
縷

筋
絲
（
植
物
の
葉
脈
）
に
同
じ
か
。

○
捫
入

捫
は
、
持
つ
。
草
や
竹
を
手
に
持
っ
て
引
き
抜
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

○
純
石

土
な
ど
が
ま
じ
ら
な
い
石
。

○
泓

清
ら
か
で
澄
み
渡
っ
て
い
る
さ
ま
。

○
雲
根

岩
山
の
こ
と
。
雲
は
岩
か
ら
湧
き
出
す
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
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○
翥

羽
を
広
げ
る
。

○
茹
吐
一
區

茹
は
、
食
べ
る
。
茹
吐
で
、
食
べ
た
り
息
を
吐
い
た
り
す
る
エ
リ
ア
。
つ
ま
り
自
分
の
周

囲
少
し
ば
か
り
の
場
所
、
と
い
う
こ
と
か
。

○
包
裹

つ
つ
む
。
客
が
包
み
込
ま
れ
た
よ
う
な
感
覚
に
あ
る
こ
と
を
言
う
か
。

○
叢
沓

沓
は
、
幾
重
に
も
重
な
る
さ
ま
。
幾
重
に
も
重
な
る
も
の
に
囲
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
あ

る
こ
と
を
言
う
か
。

○
䂬

水
辺
の
大
き
な
石
。
朱
恵
栄
は
、
拱
の
音
通
と
見
る
。
拱
は
、
隆
起
す
る
。

○
慰
即

不
詳
。
心
を
な
ぐ
さ
め
て
、
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
つ
け
る
、
く
ら
い
か
。

○
三
面

二
面
か
。

○
下
嵌

へ
こ
み
、
落
ち
こ
む
。

○
爬
梳

手
や
櫛
で
髪
を
梳
か
す
こ
と
か
。
転
じ
て
き
れ
い
に
整
え
る
く
ら
い
か
。

○
搜
剔

探
し
尋
ね
る
。

○
山
凹

山
の
窪
み
。

○
陽
溪

唐
突
に
出
て
き
て
い
る
。
不
詳
。

○
下
舂

落
日
の
と
き
。

○
麻
潭
驛

大
地
図
、
小
地
図
２
に
、
麻
灘
が
あ
る
。

○
《
志
》
云

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
古
蹟
に
「
〔
丹
崖
翁
宅
〕
在
府
城
南
一
百
里
零
陵
瀧
下
。

○
按
《
志
》

「
大
明
一
統
志
」
巻
六
五
永
州
関
梁
に
「
〔
雷
石
鎭
〕
在
府
城
南
六
十
里
、
當
瀧
水
口
。

唐
置
」
と
あ
る
。

○
風
色

風
の
向
き
や
勢
い
。

○
墅

田
舎
の
家
屋
。
黄
珅
が
村
落
と
解
し
た
の
に
従
う
。

●
口
語
訳

［
十
五
日
］

午
前
四
時
頃
に
、
涼
し
げ
な
雨
音
が
し
始
め
た
。
夜
明
け
に
達
す
る
こ
ろ
に
は
、
大
い
な
る
雷
雨
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
天
候
に
阻
ま
れ
る
私
で
は
な
い
。
速
や
か
に
食
事
の
支
度
を
す
る
。

（
食
事
を
終
え
る
と
、
船
は
出
発
し
た
。
）
五
里
で
巖
背
に
至
る
。
が
ん
ば
っ
て
崖
岸
に
上
登
す
る
。
船

頭
と
双
牌
で
合
流
す
る
約
束
を
す
る
。

双
牌
は
、
永
州
府
治
の
南
五
十
里
に
あ
る
宿
場
ま
ち
で
あ
る
。
永
州
府
治
の
南
二
十
五
里
が
巌
背
で
あ

る
。
永
州
府
治
か
ら
の
陸
路
は
、
こ
こ
で
瀟
江
と
出
会
う
。
陸
路
で
は
、
こ
こ
か
ら
南
に
進
ん
で
山
に
入

り
、
さ
ら
に
二
十
五
里
で
双
牌
に
至
る
。
水
路
で
は
、
こ
こ
か
ら
東
へ
迂
回
し
て
瀟
江
を
溯
り
、
六
十
里

で
双
牌
に
至
る
。
舟
行
の
時
間
を
憶
測
す
る
に
丸
一
日
で
、
よ
う
や
く
双
牌
に
至
る
事
が
で
き
る
程
度
で

あ
ろ
う
。
私
で
あ
れ
ば
、
病
気
を
抱
え
て
い
て
も
追
い
つ
く
の
は
難
し
く
は
な
い
。

巌
背
は
東
北
側
で
瀟
江
に
臨
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら
南
へ
二
里
進
み
、
西
に
向
き
を
変
え
て
山
に
入
る
。

す
る
と
巌
山
が
忽
然
と
し
て
聳
え
立
ち
、
人
を
か
っ
さ
ら
う
か
よ
う
な
姿
を
な
し
て
い
る
。
や
が
て
、
二

つ
の
峯
が
前
に
突
き
出
て
い
て
、
そ
の
中
間
に
は
、
雲
霧
を
ま
と
っ
た
小
舎
が
高
い
所
に
位
置
し
て
い
る
。

そ
し
て
西
の
峯
は
聳
え
立
つ
石
が
と
て
も
奇
異
で
あ
る
の
が
、
望
見
さ
れ
た
。
こ
こ
こ
そ
が
奇
勝
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

巌
山
を
登
っ
て
み
る
と
、
官
舍
は
半
ば
壊
れ
て
い
た
。
先
に
、
西
峯
の
南
を
望
見
し
た
と
き
は
、
洞
門

が
高
い
と
こ
ろ
で
口
を
開
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
近
づ
い
て
見
る
と
、
洞
の
側
か
ら
路
が
出
て
い
た
。
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（
そ
こ
で
そ
の
道
を
伝
っ
て
洞
口
ま
で
登
る
。
）
洞
口
の
上
に
は
更
に
石
の
崖
が
群
舞
し
て
い
る
よ
う
に

躍
動
的
に
広
が
っ
て
お
り
、
丸
い
洞
口
は
東
を
向
い
て
い
る
の
が
見
え
た
。
洞
を
見
下
ろ
す
と
中
は
空
洞

で
巌
洞
を
形
成
し
て
お
り
、
数
百
人
を
容
れ
ら
れ
る
ぐ
ら
い
の
広
さ
が
あ
る
。
下
面
は
平
ら
で
、
上
面
は

ア
ー
チ
型
で
あ
る
。
明
る
く
、
か
つ
深
遠
幽
遠
で
、
狭
い
と
か
暗
い
と
か
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
感
じ
は
な

か
っ
た
。
洞
底
の
北
側
に
は
鍾
乳
石
が
ぐ
る
り
と
取
り
巻
い
て
列
ん
で
い
て
、
簾
の
よ
う
に
洞
の
内
外
を

区
切
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
巨
大
な
石
が
た
く
さ
ん
積
み
重
な
る
中
に
一
筋
の
道
が
あ
る
。
そ
の
石
の

上
に
は
、
宋
・
元
人
の
題
辞
が
数
多
く
鎸
さ
れ
て
い
る
。
黄
山
谷
が
最
も
こ
の
巌
を
愛
好
し
、
此
の
中
の

第
一
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
幽
深
で
あ
る
が
閉
鎖
的
で
な
く
、
明
る
い
が
露
出
的
で
は
な
い
こ
と
を
評

価
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
巌
の
東
側
を
、
脇
の
と
こ
ろ
の
穴
を
通
っ
て
上
る
と
、
上
の
方
で
、
叢
石
の
間
を

く
ぐ
る
よ
う
な
門
が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
東
の
方
の
官
舎
の
後
ろ
に
廻
る
谷
を
見
下
ろ
す
と
、
こ
こ
が
仙

界
と
世
俗
世
界
と
を
区
切
る
境
界
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
巌
の
西
南
部
に
、
ま
た
別
の
洞
口

が
開
い
て
い
る
。
門
を
く
ぐ
っ
て
右
に
出
る
と
、
ア
ー
チ
型
に
伸
び
る
石
の
崖
が
あ
り
、
僧
寮
が
寄
り
か

か
る
よ
う
に
立
っ
て
い
た
。
西
の
方
の
山
下
の
平
田
を
眺
め
れ
ば
、
そ
こ
は
一
つ
の
別
世
界
を
成
し
て
お

り
、
中
に
は
桑
や
麻
が
生
え
て
い
た
。

進
賢
江
と
い
う
川
が
あ
る
。
源
は
西
南
の
龍
洞
に
発
す
。
龍
洞
は
永
州
府
城
を
去
る
こ
と
西
南
に
七
十

里
で
あ
る
。
進
賢
江
は
東
に
流
れ
て
き
て
、
ま
っ
す
ぐ
澹
巌
の
麓
に
迫
り
、
北
に
向
き
を
変
え
て
瀟
江
に

入
る
。

進
賢
江
の
側
に
水
洞
が
あ
る
（
と
い
う
）
。
こ
こ
澹
巌
か
ら
二
里
の
距
離
に
あ
っ
て
、
松
明
を
か
か
げ

て
い
れ
ば
、
深
い
所
ま
で
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
昔
の
人
の
こ
と
ば
に
「
こ
の
地
の
洞
穴
は
水
洞
と
陸
洞

と
渡
り
あ
る
く
こ
と
が
で
き
る
名
勝
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
一
箇
所
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
。
（
「
大

明
一
統
志
」
を
）
調
べ
て
み
る
と
「
澹
巌
と
い
う
名
は
、
昔
、
澹
と
い
う
姓
の
人
が
住
ま
い
と
し
い
た
こ

と
に
ち
な
む
。
し
か
し
、
古
い
資
料
で
は
、
秦
の
時
代
に
（
周
）
正
実
と
い
う
人
が
い
て
、
こ
の
澹
巌
の

地
に
隠
遁
し
た
。
始
皇
帝
が
三
回
も
招
こ
う
と
し
た
が
、
遂
に
応
ぜ
ず
、
最
後
は
尸
解
仙
と
な
っ
て
昇
仙

し
た
、
と
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
も
し
、
後
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
周
巌
と
い
う
名
に
し
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

僧
寮
か
ら
澹
巌
の
南
が
わ
に
沿
っ
て
東
に
進
み
、
先
に
遠
望
し
た
高
く
張
っ
て
い
る
門
の
と
こ
ろ
を
通

る
。
こ
の
門
は
険
峻
だ
が
、
中
は
狭
く
て
広
く
な
く
、
門
の
内
側
に
は
、
後
ろ
の
巖
山
に
上
る
道
は
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
雨
を
も
の
と
も
せ
ず
東
に
出
て
瀟
江
に
臨
む
。
瀟
江
を
望
む
に
遥
か
遠
く
の
数
里
離
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
、
東
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
は
澹
山
の
南
に
あ
た
り
、
高
い
山
が
横
に
連
な
っ
て
い
る

も
の
が
多
い
。
（
そ
の
中
か
ら
）
ひ
と
つ
の
支
脈
が
分
れ
て
東
に
走
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
瀟

江
は
、
東
に
曲
っ
て
、
こ
の
支
脈
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
瀟
江
か
ら
離
れ
て
南
へ
進
む
。
西

の
西
嶺
に
沿
っ
て
行
く
。
七
里
で
木
排
鋪
に
至
る
。
酒
を
店
で
買
っ
た
。
雨
は
よ
う
や
く
や
ん
だ
。
さ
ら

に
又
た
南
へ
小
さ
な
山
嶺
を
ひ
と
つ
越
え
る
。
三
里
で
陽
江
で
あ
る
。
こ
の
川
は
浅
い
た
め
、
船
を
浮
か

べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
西
南
の
方
の
大
葉
江
と
小
葉
江
か
ら
分
か
れ
て
く
る
が
、
こ
こ
ま
で
二
十
里
あ

ま
り
で
、
東
に
向
か
っ
て
瀟
江
に
注
ぐ
。
陽
江
の
北
に
は
所
謂
る
「
西
嶺
」
が
あ
っ
て
、
右
へ
横
た
わ
っ

て
い
る
。
陽
江
の
南
に
は
曹
祖
山
と
張
家
冲
と
い
っ
た
諸
峯
が
そ
の
前
に
並
び
立
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
又
た
南
に
七
里
進
む
と
、
ま
っ
す
ぐ
に
張
家
冲
の
東
麓
に
至
る
。
こ
こ
が
陳
皮
鋪
で
あ
る
。

さ
ら
に
又
た
南
に
三
里
進
み
、
小
さ
な
山
嶺
を
ひ
と
つ
越
え
る
。
西
の
方
を
望
む
と
、
巌
が
だ
ん
だ
ん

と
層
を
重
ね
て
お
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
白
い
石
が
露
出
し
て
い
る
山
が
見
え
る
。
ま
こ
と
に
奇
勝
を
と
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ど
め
、
神
奇
な
姿
を
現
し
て
い
る
。
や
が
て
、
霊
妙
な
景
色
を
一
箇
所
に
集
め
、
た
く
さ
ん
の
穴
が
変
幻

さ
を
迎
え
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
速
や
か
に
西
に
向
か
っ
て
見
て
み
る
と
、
石
片
が
層
層

と
し
て
重
な
り
、
雞
の
蹴
爪
や
龍
の
爪
が
地
面
に
下
っ
て
蟠
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
絲
瓜
の
嚢
の

よ
う
で
あ
っ
た
り
、
外
側
を
葉
脈
が
め
ぐ
っ
て
お
り
中
は
中
空
で
あ
る
も
の
な
ど
、
す
べ
て
が
珍
し
い
形

態
の
石
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
の
方
は
蔓
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
よ
じ
登
る
す
べ
は
な
い
。
下
の
方
は
棘
や

小
さ
い
竹
に
塞
が
れ
た
藪
に
な
っ
て
お
り
、
分
け
入
っ
て
山
に
近
づ
く
手
立
て
が
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
山
に
沿
っ
て
南
に
進
む
。
す
る
と
道
の
旁
に
草
棘
を
取
り
除
い
た
ば
か
り
の
、
隙
間
の
よ

う
な
場
所
が
あ
る
の
が
見
え
た
。
そ
こ
で
そ
の
あ
た
り
の
草
竹
を
手
で
引
き
抜
き
、
藪
に
分
け
入
ろ
う
と

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
都
度
、
固
い
石
に
阻
ま
れ
、
ど
う
し
て
も
引
き
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
路
旁
に

一
人
の
人
が
い
て
、
私
は
長
い
こ
と
道
を
開
い
て
進
も
う
と
苦
戦
し
て
い
る
の
を
見
て
い
て
、
笠
を
荷
な

い
、
鋤
に
寄
り
か
か
っ
て
、
下
の
方
で
待
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
私
も
下
に
降
り
て
、
こ
の
山
の
名
を
問
う

た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
言
う
「
和
尚
嶺
で
あ
る
。
全
山
石
山
で
あ
る
。
西
に
あ
る
大
山
は
、
七
十
二
雷

で
あ
る
」
と
。
さ
ら
に
私
の
前
方
の
路
傍
に
菴
が
あ
る
の
を
指
さ
し
、
そ
こ
の
石
は
と
て
も
よ
い
で
す
よ
、

と
い
う
。
そ
こ
で
そ
の
言
に
従
っ
て
前
へ
進
む
と
、
大
道
が
真
っ
直
ぐ
石
壁
の
下
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
出
た
。
そ
の
石
は
屏
風
の
よ
う
に
、
地
面
か
ら
生
え
て
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
上
の
方
は
透
明
の
穴
が

あ
り
、
飛
び
舞
う
か
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
石
の
下
部
は
清
泉
が
、
岩
山
を
透

け
て
出
て
き
て
い
る
。
菴
は
そ
の
南
に
あ
っ
た
。
僧
侶
が
い
た
の
で
、
こ
の
石
の
名
前
を
問
う
と
、
「
出

水
崖
で
あ
る
」
と
言
う
。
他
の
景
勝
地
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
が
、
「
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。

し
か
し
、
石
崖
の
後
ろ
を
仰
ぎ
見
る
と
、
石
の
勢
い
が
な
ら
び
群
が
っ
て
お
り
、
崖
の
側
に
は
糸
の
よ
う

な
細
い
道
が
あ
る
の
が
見
え
る
。
そ
こ
は
す
べ
て
草
竹
が
除
去
さ
れ
、
通
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
勇
を
賈
し
て
そ
の
道
を
選
ぶ
。

そ
の
上
の
石
は
、
臥
し
て
蟠
る
龍
の
よ
う
な
も
の
、
羽
を
広
げ
た
鳳
凰
の
よ
う
な
も
の
、
水
面
に
顔
を

出
し
た
青
い
蓮
の
よ
う
な
も
の
、
群
が
り
生
え
る
萼
の
よ
う
な
も
の
、
激
し
く
開
い
た
花
弁
の
よ
う
な
も

の
な
ど
、
す
べ
て
が
珍
奇
な
形
を
し
て
い
る
。

そ
し
て
転
じ
て
出
水
崖
の
後
ろ
に
至
る
と
、
息
が
か
か
る
く
ら
い
範
囲
で
、
つ
つ
み
こ
ま
れ
、
重
な
り

囲
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
心
地
で
、
美
し
さ
が
終
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
感
覚
に
陥
っ
た
。

思
う
に
、
こ
の
場
所
は
西
は
七
十
二
雷
大
山
に
連
な
る
が
、
群
が
る
嶺
々
が
南
側
に
並
び
、
た
だ
東
北

方
面
だ
け
は
下
っ
て
官
道
に
臨
ん
で
い
る
が
、
出
水
崖
が
東
側
を
塞
い
で
お
り
、
北
は
復
た
和
尚
嶺
に
屏

風
の
よ
う
に
遮
蔽
さ
れ
て
い
る
。
四
周
は
彩
絹
が
混
じ
り
合
う
よ
う
な
鮮
や
か
な
花
や
木
々
が
あ
ふ
れ
、

そ
の
内
側
は
怪
石
が
層
を
な
し
て
明
る
く
輝
き
、
豔
や
か
で
美
し
く
目
を
奪
わ
ん
ば
か
り
。
私
は
い
く
つ

も
の
山
峡
を
通
り
過
ぎ
な
が
ら
進
む
。
東
北
の
屏
風
の
よ
う
な
崖
の
巓
に
、
高
く
隆
起
し
た
石
が
あ
り
、

天
門
が
空
に
向
か
っ
て
開
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
（
し
か
し
、
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、
近
づ
い
て

見
る
こ
と
が
で
き
ず
）
心
を
な
ぐ
さ
め
て
お
ち
つ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

隆
起
し
て
い
る
石
の
西
南
側
が
、
出
水
崖
の
内
側
の
谷
で
、
一
筋
の
澄
ん
だ
水
が
石
の
間
を
流
れ
て
い

る
。
潭
の
三
面
は
壁
が
削
ら
れ
て
深
く
落
ち
こ
み
、
潭
の
底
は
見
え
な
い
。
沙
や
蔓
を
く
し
け
ず
る
よ
う

に
整
え
て
い
る
よ
う
だ
。
石
と
水
と
で
作
る
景
観
は
す
ば
ら
し
く
、
武
陵
の
漁
師
に
小
舟
を
こ
こ
に
移
さ

せ
た
い
ほ
ど
だ
。
私
は
、
山
で
の
棲
ま
い
や
佳
き
景
勝
を
数
多
く
見
て
き
た
が
、
こ
こ
が
第
一
で
あ
ろ
う
。

す
。
そ
し
て
九
疑
山
の
尤
溪
の
村
口
あ
た
り
が
や
や
こ
れ
に
次
ぐ
と
言
え
よ
う
か
。

形
勝
を
し
ば
ら
く
探
し
求
め
て
歩
き
回
り
、
や
が
て
山
を
下
っ
た
。

菴
の
側
か
ら
南
に
二
里
行
く
と
、
西
南
の
山
の
窪
み
か
ら
渓
流
が
流
れ
て
き
て
い
る
。
陽
溪
と
と
て
も
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似
て
い
る
。
溪
を
渡
っ
て
一
里
で
、
道
は
東
南
に
転
じ
山
の
口
を
出
で
、
再
び
瀟
江
と
出
会
う
。

こ
こ
か
ら
西
南
方
向
に
瀟
江
を
三
里
溯
る
と
、
双
牌
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
我
々
の
舟
が
来
た
。
そ
こ

で
舟
に
乗
る
。

時
に
す
で
に
日
が
落
ち
て
い
た
。

双
牌
の
聚
落
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
西
南
方
向
は
開
け
て
い
て
、
遠
く
ま
で
見
通
せ
る
よ
う

だ
。
し
か
し
、
舟
は
反
っ
て
南
山
の
激
流
の
中
に
入
っ
て
い
く
。

瀟
水
は
、
南
の
方
の
、
青
口
と
沲
水
と
が
合
す
る
あ
た
り
か
ら
山
峽
の
中
に
入
る
。
そ
こ
を
瀧
口
と
言

う
。
北
に
流
れ
る
こ
と
七
十
里
、
そ
の
間
ず
っ
と
連
な
る
山
並
み
が
両
側
か
ら
渓
谷
を
な
し
、
太
陽
の
日

差
し
も
覆
わ
れ
、
水
は
急
流
を
な
し
て
下
る
。
い
わ
ゆ
る
「
瀧
」
で
あ
る
。
瀧
の
途
中
に
麻
潭
駅
が
あ
る

［
零
陵
県
に
属
す
］
。
駅
の
南
四
十
里
は
道
州
に
属
し
、
駅
の
北
三
十
里
は
零
陵
県
に
属
す
。
考
え
る
に
、

こ
の
地
は
と
り
も
な
お
さ
ず
丹
霞
翁
の
宅
で
あ
る
。
「
大
明
一
統
志
」
に
「
永
州
府
城
の
南
百
里
、
零
陵

瀧
の
下
に
あ
る
。
唐
の
永
泰
年
間
（
代
宗
、
七
六
五
～
七
六
六
）
、
瀧
水
県
の
県
令
で
唐
節
と
い
う
者
が

い
た
。
官
を
や
め
、
家
を
こ
の
瀧
の
と
こ
ろ
に
営
み
、
自
ら
丹
霞
翁
と
号
し
た
。
元
結
が
道
州
か
ら
来
て

こ
こ
を
尋
ね
た
と
き
に
、
彼
の
こ
と
を
記
念
し
て
宅
刻
銘
を
作
っ
た
」
と
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の

瀧
の
北
は
零
陵
県
に
属
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
零
陵
瀧
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
「
大

明
一
統
志
」
に
言
う
「
瀧
水
県
」
と
い
う
も
の
は
、
こ
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
い
や
別
の
場
所
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
「
大
明
一
統
志
」
に
は
「
永
州
の
南
六
十
里
に
雷
石
鎭
が
あ
る
、
瀧
水
口
に
当
た
る
、
唐
置

く
」
と
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
唐
の
時
代
の
瀧
水
県
は
こ
こ
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
こ
か
別
の
場

所
で
あ
っ
た
の
か
。

時
に
風
向
き
や
風
の
強
さ
が
、
と
て
も
進
む
の
に
よ
い
。
薄
暮
に
、
風
に
乗
っ
て
船
は
灘
を
一
気
に
遡

る
。
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
逆
巻
く
波
の
音
が
雷
の
よ
う
で
あ
る
。
五
里
で
瀧
に
入
る
。
さ
ら
に
五
里
で
橫
口
に
停

泊
す
る
。
瀟
江
の
東
岸
で
あ
る
。
官
道
が
西
の
岸
を
走
る
。
こ
こ
は
雷
石
鎮
の
小
さ
な
村
落
で
あ
る
。

永
州
か
ら
双
牌
に
至
る
の
に
、
陸
路
で
は
五
十
里
で
、
水
路
で
は
そ
の
倍
で
あ
る
。
双
牌
か
ら
道
州
に

至
る
に
は
、
水
路
陸
路
と
も
に
、
瀧
中
を
進
む
こ
と
に
な
り
、
他
の
ル
ー
ト
は
無
い
。
だ
か
ら
瀧
中
の
七

十
里
は
、
流
れ
に
沿
っ
て
下
る
か
、
逆
ら
っ
て
遡
る
か
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
水
路
陸
路
の
違
い
は
な

い
。
瀧
を
出
て
道
州
に
至
る
道
と
し
て
、
陸
路
は
小
径
で
水
路
は
湾
曲
し
た
水
路
で
あ
る
。


